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■１：はじめに 

【日本側主催：一般社団法人 Bridge for Fukushima 伴場賢一 代表理事 より】 

[2 年目を終えて] 

2 年目のあいでみは、更に昨年より多くの学びを得て、経験を得て、そして更に広がりを感じつつ終

わることができたと思います。参加してくれた高校生の皆さん、本当にありがとうございました。特に

あいでみをリードしてくれた共同代表の敦己、亮哉、里ちゃん、葵ちゃん半年間本当にご苦労様でした。 

1 年目よりもうまくできるのだろうか？この企画を発案した 3名が3 年生になり関わることが出来な

くなって、回して行けるだろうか？そんな不安もありながら始まった 2 年目のあいでみ。「食」というお

互いが興味を持ち得るテーマを見つけ出し、ＳＫＹＰＥを使って事前に上海の高校生と議論を重ね、よ

り学びを深めるためプレゼンを駆使してそしてファシリテーションの勉強をして。そして現地では、知

らないものに好奇心を持ち、足りないコミュニケーション能力を必死に埋めようと考えて、言葉を超え

て理解できることがあることなどなど、一連の作業を通じて本当に多くの事を学んでくれた高校生たち

に拍手と感謝です。 

また「あいでみ」という取り組みによって上海の高校生がより日本を理解し、今夏は 30 名程度の団

体で福島に教育旅行に来られること、また日本への学士留学を昨年に引き続き今年は３，４人が留学を

すると聞いています。大河の一滴かもしれないけど、大きな目的である日中友好の目的も着実に進んで

いることに安心しています。 

私達 Bridge for Fukushima は、様々な高校から集まったメンバーが自分たちで事業を企画し、悩み

ながら考えながら前に進み、チームを作り、やり抜くことで一人一人の大きな成長と目の輝き、そして

失敗から学ぶ姿勢を感じる事が出来ました。そしてこのような機会を継続して作ることが Informal 

Education(インフォーマル教育;公的な学校以外での教育）における地域ＮＰＯとしての役割であるとと

もに、取り組みの可能性を大きく感じる事が出来ました。今年から本格的に私たちの活動も復興事業か

ら、若者世代への Informal Education を活動の大きな柱にしていきたいと思います。 

最後になりますが、今般も「あいでみ」を支援してくださった（独）国際交流基金様、福島県教育庁

高校教育課様、Ready for を通じてご支援いただいた皆様、ご浄財をいただきました小林様、半谷様、

篠木様、相馬様、鈴木様、伊藤様、受入にご協力いただきました福島県上海事務所十二所所長をはじめ

皆様、復旦大学附属中学の皆様、現地の同行もいただいた㈱ＪＴＢコーポレートセールス様、現地での

同行をしてくださった福島高校遠藤先生、ＢＦＦ加藤君・松岡君、たくさんの皆様に大変お世話になり、

無事事業を行い沢山の学びの機会をいただきました。誠にありがとうございました。 

 

一般社団法人 Bridge for Fukushima  

 代表 伴場賢一 

 

 

【中国側主催：復旦大学附属中学 張之銀 校長 より】 

至福岛县高中生交流访问代表团： 

本次由日本福岛县高中生交流访问代表团共 17 名团员来到我校开展交流访问活动，我谨代表复旦大学附

属中学表示最诚挚的欢迎，并期望此项活动能在双方的共同努力下，变的更为长久和美好。 
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本次活动中，日本福岛县代表团的全体成员均表现出了热情，友好和学术研究的专业性，特别是日本学

生对学术问题的严谨态度，思维方式和有效的方法，都给我们留下了许多深刻的印象，并使得我校参与交

流的学生受益匪浅。 

希望双方以此为桥梁，开展更为美好的，多方面的交流。 

致礼！ 

中国复旦大学附属中学副校长 张之银 

訳： 

福島県高校生交流訪問代表団の皆様へ： 

 今回の日本福島県高校生交流訪問代表団の 17 人の団員が我が校を訪れ、交流活動を行ったことに対

して、私は復旦大学付属高校の代表として心から歓迎の意を表します。本活動が双方の努力のもと、更

に末永く素晴らしいものとして続くよう願っています。 

 今回の活動で、日本福島県代表団の全員の情熱、友情、それと研究に対する好奇心を感じました。特

に、日本の学生たちの研究に対する真面目な態度、考え方と行動力が私達にとって強く印象に残り、我

が校から参加した生徒たちも大いに刺激をうけました。 

 今回の活動をきっかけにして、更に素晴らしい、多岐にわたる交流活動が展開されることを私は期待

しています。 

礼 

                中国復旦大学付属高校副校長 張之銀 

 

【協力：福島県上海事務所 十二所謙 所長 より】 

[福島と世界との架け橋に向けて] 

 復旦大学附属中学は、復旦大学という北京大学、清華大学に並ぶ中国重点大学の附属中学であり、卒

業生は中国国内の一流大学への進学をはじめ、ハーバード大学やオックスフォード大学、東京大学など

世界の名門校に留学する上海トップクラスの中学です。 

 「あいでみ」企画に参加した福島県内の高校生の皆さんにとって、復旦大学附属中学の生徒と深く交

流し、熱い議論を交わし、ともに歌を歌いあったことは、何にも代え難い貴重な経験になったことと思

います。 

 今回の交流について、皆さんのワークショップの発表は現地情報も取り入れた非常に示唆に富む内容

であり、大変感銘を受けたところです。また、夜の上海の街の散策では、現地高校生と一緒に楽しく写

真を撮っている姿が数多く見受けられ、国境を越えた友情が芽生えたものと確信しました。お別れ会に

おいても、独創性豊かな歌やパフォーマンスは高校生らしいエネルギッシュなものであり、そのパワー

に終始、圧倒されていました。 

 皆さんには、こうした国際交流を今後も続け、世界中の若者とさまざまな形で交流を進めていくこと

を期待しています。皆さんには、その素質、能力が十分にあり、将来、福島県と世界との架け橋となら

れることを心より願っています。 

 私が上海に駐在して痛感することは、日本人としての誇りと日本の文化・思想への理解が大切である

ということです。私たちの故郷“ふくしま”は、美しい自然や風土に恵まれ、豊かな伝統文化が息づい

ています。そして何よりも福島県民には温かい心、思いやりの心、心遣いがあります。こうした故郷を
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誇りに思うとともに、日本の古典や明治以降の小説を読んだり、茶道、華道、武道など日本の伝統文化

を理解したりすることが、真の国際理解、国際交流を図る上で大変重要になってきます。語学の習得も

大切ですが、故郷、日本について理解を深めることが、国際交流の第一歩だと思っています。 

 結びに、今回の上海訪問交流で得られた体験、教訓を糧とし、自分の目標を定め、一歩一歩、着実に

豊かな人生を歩まれますことを、ここ上海より願っています。 

 

福島県上海事務所 十二所謙 

 

■２：今回の交流事業について 

【１回目からの継続】 

 

福島高校の現 3 年生 3 人から始まった「あいでみ」は多くの方のご協力・ご支援のおかげで２回目の

上海での交流を成し遂げることができ、皆様にはとても感謝しております。ニュースや新聞では国家間

の仲が悪いとされている日本と中国の高校生が再び会い、同じ時間を共に過ごすことができたことを本

当に嬉しく思っております。 

「福島県と中国の高校生同士の交流を日中関係改善のきっかけにしたい」――先輩たちの熱い思いは

２０１３年３月初めて形になりました。福島に上海の高校生８名を招きました。２０１４年１２月には

福島県内６校１３名の高校生が上海へ行きました。２０１５年３月には再び福島に上海の高校生計８人

を２回に渡って招きました。そして今回１２月２１日～２４日の４日間、７校１４名が中国を訪れ、両

国共通の問題であり、今ホットトピックである「食の安全」をテーマに交流しました。 

今回あいでみは３期目を迎えることができました。私たちの活動は地道なものかもしれませんが、「あ

いでみ」が日中関係改善のきっかけとなるように、先輩たちが立ち上げて下さった素敵な企画「あいで

み」を４期生、５期生と繋げていきたいです。 

 

■３：レポート（１日目） 

【出国～福島から上海へ～】 

 出国の日は仙台空港に集合しました。みんなのテンションは早くも上々です。そしていよいよ上海へ

向かう飛行機に乗り込みます。夜遅くまでプレゼンなどの準備をしていたため機内で寝ているメンバー

（上：2013 年 12 月の交流の写真） 
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もいました。到着し、上海の浦東空港では上海事務所の方、

復旦大学付属中学（高校）の呉先生、生徒の方々が出迎えて

下さいました。コアメンバーは前回の福島での交流に参加し

たメンバーと約 9 か月ぶりの再会を果たし、新メンバーたち

はこれから 4 日間を共に過ごす中国メンバーときちんと初め

て顔合わせをし、いよいよ交流が始まるのだということを実

感しました。復旦大学付属中学に着くと他のメンバーたちが

私たちを待ってくれていました。 

 

【歓迎式～打ち解けあい～】 

空港から車に揺られて約１時間、僕たちは交流先の「復旦大学

附属中学」に到着しました。 

まずは、夕飯。この学校の学生たちも利用する寮に向かい、一

緒に夕飯をとりました。あたたかい夕食を日本と中国の学生で囲

んで、楽しくおしゃべり。苦手な英語を使いながらも日本の音楽

の話題や、いまはまっていることなどについて話しました。 

お腹いっぱいになったあとは中国の学生が準備してくれた歓

迎会に向かいます。歓迎会では一人ずつ前で自己紹介をしました。

「Nice to meet you ! I want to be friends with you!」話せる言葉

は少ないけれど、それでも笑顔で自己紹介をしました。 中国の

学生は「日本語クラス」で英語の他に日本語を学んでいる学生も

多く、約半分の中国の学生が日本語で自己紹介をしてくれました。

初渡航の日本の学生は自分たちは英語も十分に話せないのに中

国の学生は英語ぺらぺらでその上日本語まで話せることにとて

も驚いていたようでした。去年から交流に参加してくれている中国の高校生はしばらく合わない間に日

本語をメキメキと上達させこんなことを語ってくれました。 

「私はこの前、かすみさんが LINE のタイムラインで渡航メンバーを募集しているのを見ました。でも

そのコメント欄を見るとやはり、日本の高校生も中国に対して誤解を抱いていると思います。だから本

当に中国の人たちは新聞の中で見るような悪いことをする人たちばかりなのか、自分の目で中国を確か

めてもらいたいです。」 

このプログラムに参加している学生は日本も、中国も関係ない。みんな抱いている気持ちは一緒です。

互いに本当の国の姿を知って、自分たちが友達になって少しでも自分の国の人たちの相手の国へのイメ

ージを変えたい。 

笑顔で語り合いながらも、そんな充実した４日間にしたいという決意を感じた歓迎会でした。 

■４：レポート（２日目） 

【市場・スーパーマーケット・コンビニ見学】 

2 日目の日に私たちは二つの班：スーパーへ行く班とコンビニへ行く班と分かれてフィールドワークを

しました。私はスーパーへ行く班でした。始めに野菜やお肉が売っている市場へ行きました。 
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元復旦大学付属中学で今早稲田の国際教養学部に通っているけいこ（中国名：金汇子）と、復旦大学付

属中学に通っている Luke という子と私は主に行動していました。けいこから話を聞くと、市場のものは

安く売られているから、スーパーよりも上海市民に親しみがあると聞きました。 

市場の中をのぞいてみると、日本とは違い衛生的な管理がうまくいきわたってないということが分か

りました。また、日本と違い、量が決まって売られているのではなく、自分でほしいだけのものを量っ

てその重さによって買うという量り売りのスタイルでした。量り売りにすると無駄なく買うことができ

るので、廃棄物が少なくなったり、お金を節約できたりするという効率的なお買いものができるのでは

ないかと考えました。また、今回のテーマである「食の安全」で消費者がどのような気持ちを抱いても

のを買っているのかを実際に聞いてみたりしました。すると市場では値段、質を一番気にするという返

答が返ってきました。あまり、日本と変わりはないということに気が付きました、 

次にスーパーへ行くと、やはり、物価が高かったのですが、衛生管理がちゃんとなされていました。

ここでも同じように質問をしました。同じように値段と質を機にするという答えが返ってきました。な

かなか、農薬などの化学物資の心配が出てこなかったので、農薬の心配についてきいてみたところ、や

はり消費者もきにしているようでしたが、お店側がそれらについての説明が全くないことからよくわか

らないという意見を聞きました。化学物質についての説明が必要なのかなと思いました。 

ここまでずっと消費者に聞いてきたので、生産者側の意見も聞いてみることにしました。中国にも日

本と同じようにちゃんと食の安全の法令を設けてい

ることが分かり、スーパー側もそれにちゃんと従って

いるから大丈夫だと聞きました。実際に従業員さんを

見て見ると、ホウレンソウの傷んだところを切り捨て

るなど、衛生的に、安全に売られていることが分かり

ました。〈小川葵〉 

 

フィールドワークでは野菜市場とショッピングモ

ール内の食品コーナーを見学する班と、コンビニエン

スストアを見学する班に分かれました。僕は前者を見

学に行きました。驚いたことは本当に沢山ありますが、

他のメンバーと被るところもあると思うので「特に」

気になったことを書きたいと思います。 

僕には中国人のおばさんがいます。父の弟の奥さん

です。彼女が以前「私の家庭では中国産の食品は極力

避けるようにし、逆に海外の食材を選ぶようにしてい

る。」と言っていたことから、一般の中国の人たちが

自分たちの国の食品についてどのような認識を持っ

ているかは僕が一番気になっていたテーマでした。彼女はかなり裕福な家庭の出身なので家によって認

識に違いにあるかなども気になっていました。 

交流先の高校は復旦大学付属中学校、上海で一番の名門の高校です。彼らに話を聞くと僕のおばさん

と同じように「国産」であるか「外国産」であるかはそれなりに気にしているようでした。日本で「国



 8 

産」という言葉は良いニュアンスで聞こえますが彼らにとってはそうでは無いようです。「国産」よりも

シンガポールやオーストラリアなどの「外国産」を好んで料理に使っています。しかし、店頭に並んで

いる海外産の食品には非常に高い値段がつけられていました。輸入コストや関税などが要因だと思いま

す。 

店頭では買い物をしている一般の中国人の主婦の方にインタビューをしました。主な質問は「食品を

選ぶ時に何を判断基準にするか。」主な回答としては「価格」と「質」です。やはり、日本と同じように

安くて質のいいものを彼女たちも探しているようです。僕は加えて聞きました「産地や、農薬など”食の

安全性”については気にしていますか？」これに対しては「気にはしているがよくわからない」という回

答でした。日本の食品コーナーには「産地」の表示が必ずあります。「青森産」「長崎産」など。しかし、

中国の食品コーナーには野菜が棚に盛ってあるだけでそもそも日本にあるようなタグのようなものは一

切ありません。それは野菜市場でもモールの中の食品コーナーでも同じでした。だから産地を知りたい

と思ってもどこで作られているかは分かりません。農薬が使われているか無農薬かも分かりません。ま

してや「作った人の顔」と言って農家の顔写真が貼ってあることなどありません。野菜が無造作に積み

重ねられている、それだけです。主婦たちは野菜を選ぶときその値段を見て、また野菜を手に取って新

鮮さなどをチェックしますが残念ながら野菜の細かい情報の書かれた表示がないため参考に出来る情報

は少なく、「安全」だという確証は無いまま購入しています（いくら日本のように表示あったとしても安

全性が保証されることはありませんが）。 

よって中国では、実際のところの「安全か安全でないか」はさておき、買い手の安心度は低いことが

分かりました。 

もう一つ中国と日本との食品の販売について気づいたことがありました。それは野菜の「形」です。

日本の野菜市場には形の悪い野菜はあまり出回りません。スーパーの陳列棚を見てもまっすぐなキュウ

リばかりです。日本の消費者は野菜の形を気にします。だから農家としても出来るだけ形の良い野菜を

出荷し、形の悪いものは出荷してもあまり売れないので廃棄処分することが多いです。ある調査によれ

ば全世界では年間に 3 億 t の野菜がこの原因で捨てられています。 

中国の主婦の方に店頭で「購入する時に野菜の形を気にしますか？」と質問をしたところ「気にしな

いよ！笑」と笑われてしまいました。日本を始め先進国の消費者が野菜の形を気にして多くの食品を無

駄にしていることは、そうでないことが「あたりまえ」の中国から見れば笑われてしまうようなことな

のだと思います。〈西村亮哉〉 

 

 私が行ったのはコンビニ（ファミリーマート）と市場です。「全家」と書かれたファミリーマートの看

板、漢字だけで書かれた商品が並ぶ店内に日本メンバーは大興奮でした。日本の物もたくさんあり、ポ

ッキーは「百奇」、ぷっちょは「普超」と漢字表記されているのが面白かったです。安全管理に関しては、

思っていたよりはしっかりしていました。日本とそんなに変わらない印象を受けました。 

市場は大きくて多くの人で賑わっていました。果物、野菜、肉、魚と様々なものが並べられていまし

た。「世界第一 富士王」と書かれた日本のリンゴが置いてあり、中国人が日本の食べ物を食べてくれて

いることが嬉しかったです。疑問に感じたことを中国メンバーに伝えてもらって問いかけると、優しく

受け答えしてくれる中国人の姿が意外でした。正直なところ、もっと嫌そうな顔で応じるかと思ってい

たので、すごく嬉しかったです。また、市場の中にはルールがきちんとあり、入り口に大きく掲げられ
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ていました。その一方で床に置かれたイチゴのボウル、床に落ちてそのまま拾って乗せられるしいたけ

などが気になりました。日本では考えられない光景ですが「家で洗うから大丈夫！」というのが中国人

の考えだそうです。中国の食に対する問題が少し見えた市場見学でした。〈里佳純〉 

 

【ディスカッション～食の安全～】 

初めに、市場のフィールドワークを通しての感想の共有をしました。みんな議論したいことが多くあ

ったせいなのか思ったよりも多くの時間をかけて話し合いが行われました。みんなの共有では、「肉が何

もカバーされてないまま売られている」、市場では食材が量り売りで売られている」などの意見が出まし

た。 

その中でも印象的だったのは実際に中国の方に食品を買う時に最も重視することを聞いたものでした。

それは市場とスーパーで行ったもので、聞いてみたところ最も多かった答えが「値段」と「質」でした。

やはりこの部分は日本も共通して言えることではないのかなと思います。また、「食の安全」について聞

いてみたところ、中国では表示がないので農薬などの情報はわからないが知りたいという答えを得るこ

とができました。一方でスーパーなどの売る側にも同じアンケートをしたところ、「食の安全」について

は気にかけているという答えを得ることができました。やはり中国でも食の安全に対しては厳しいそう

で、スーパーだとそういった食の安全規定が定められており厳しいチェックがなされるそうです。メン

バーは皆、自分がイメージしていた印象と違った印象をこの市場散策で得られたと発表していました。 

みんなで共有した後に、日本側、中国側とそれぞれプレゼンを行いました。中国側は学校の近くで行

われている闇商売についてと、食品の安全についてのメディアの私たちへの影響について発表していま

した。学校の近くにはいくつかの違法販売と呼ばれるワゴンが多くあるらしく、あるオーストラリアの

留学生５人がそこでフルーツ飴を買ったところ全員吐き気などの症状を訴え病院に運び込まれたニュー

スがあったと発表していました。そして私たちに気を付けるようにと注意しました。しかしながら、実

はその発表の前にそのワゴンで飴を買ったメンバーが何人かいましたが、幸運なことに誰ひとりそんな

症状を訴えずに無事安全に４日間を終えることができました。メディアについては国がもっと市民に事

実を述べたほうがいいということを発表しました。 

私たち日本側は福島の、放射線と風評被害について発表しました。主に放射線について、生産者側か

ら見た放射線、私たち消費者から見た放射線について発表しました。私たちは直接スーパーでアンケー

トを行い消費者はまだ福島産のものを買うのを自粛しているというアンケート調査を得たり、生産者か

らのビデオを通して生産者の生の声を届けたりしました。 

そして、最後にディスカッションを行いました。ディスカッションは市場散策で感じたこと、プレゼ
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ンを踏まえて、生産者、消費者、メディア、生産者から消費者までの流れの４つのグループに分かれて、

それぞれ考えられる食品の安全への脅威、そしてその対策について話し合いました。ディスカッション

ではそれぞれの班が意見を持つことができました。ディスカッションでは食材のディスプレイを衛生的

に良いものにする、メディアを通じて食の安全を PR するというようなものが出ました。私たちにできる

こととしては、高校生から自分の周りの人に福島の食材の安全性を広げていく、学校の中で学校の周り

のワゴンについての注意を喚起するというのが得ました。 

今回のディスカッションはみんな意欲的で活発な議論ができましたが、時間が足りなかったせいで深

くまではみんなで議論することができませんでした。しかし、このディスカッションを通じてお互いの

国に共通する話題を話し合えたおかげでより仲良くなることができました。 

 

【上海の街散策】 

観光では南京路、外灘、上海金融センターに行きました。南京路は去年も行った場所で、あまり変わ

らないのかな…と思っていましたが、今年は観光する時間が長かったせいなのか、また、お昼ごろに行

ったせいなのか全く違う印象を受けました。南京路に二度、夜、そして昼に一度ずつ行きました。夜は

メンバーの中で班に分かれてご飯を食べました。去

年は気づかなかったのですが、上海の人は思ったよ

りもご飯を多く食べるということに気が付きまし

た。ご飯がどんどん運び込まれるのを見てこんなに

食べられるのかとびっくりしました。ご飯はどれも

とてもおいしそうでしたが。さすがに全部を食べき

ることができませんでした。お昼に行ったときは、

上海一おいしいといわれる小龍包を食べました。と

てもおいしくて、日本で食べるよりもおいしいもの

でした。 

 外灘は相変わらず人の出入りが多く、にぎやかで、去年とあまり印象は変わりませんでした。中国は

今発展が著しいところなので、全く去年と違うのかなと想像していましたが、あまり変わらない景色を

見てホッとしました。 
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 上海金融センターという世界で最も高いビルの一

つといわれる 101 階建のビルへ行きました。夜だっ

たので、夜景がとてもきれいで、上海の華やかさが窺

える素晴らしい景色でした。101 階まで登れること

ができ、床がガラス板でできているところがあるとい

う工夫されているところがありました。窓からは上海

で有名な上海タワーを見ることができ、ライトアップ

がきれいでした。〈小川葵〉 

 

観光では夜の上海市を自分たちの足で歩き、最後には上海金融センターに上りました。僕は街を歩き

ながら福島県上海事務所所長十二所さんとお話をしたのが印象に残っています。彼には多くの上海、そ

して中国の「裏事情」的なことをお聞きしました。去年も、今年も上海に来ると「やっぱり日本よりも

発展しているなぁ。」と思ってしまいます。しかし、そ

れは本当に「上海だけ」の話だと僕は彼に指摘されま

した。確かに、よく考えてみると中国はとてつもなく

大きな国であるし、当たり前のようにこの発展と同じ

水準がどの場所でも成されているはずがありません。

確かに外から見たら「発展している国」に見えるかも

しれないけれど、国が全体として発展し、国民が幸せ

に暮らせているかは別問題であると感じました。実際

に、日本には見られないほど多くのホームレスの人や

物乞いの方に出会いました。〈西村亮哉〉 

 

やはり観光は楽しいものです。クリスマスに染まった街並みに目を奪われました。CoCo 壱番屋やハ

ーゲンダッツなどの日本にあるお店もたくさんあり

ました。夕食はおしゃれなレストランでワンタンメン

やお肉料理、アイスとチョコレートが乗った食パンな

どを堪能しました。とても大きなピンクと青のイルミ

ネーションの上海タワー、大きなビルの光が作り出す

きれいな夜景にみんなのテンションが高まりました。

492m もある上海環球金融中心ビルの展望台からは

絶景が広がっていました。こんな素晴らしい計画を考

えてくれた中国メンバー、ありがとう。〈里佳純〉 

 

■５：レポート（３日目） 

【復旦大学附属中学授業見学】 

授業体験では物理と生物を取りました。自分は物理選択なので中国ではどんなところを学んでいるの

だろうと気になっていました。そうしたら、今回お邪魔した授業ではフレミングの法則を習っていまし



 12 

た。丁度隣に座った中国人の Luke が親身にどの授業の内容もわかりやすく説明してくれたおかげで授

業の内容をすべて理解でき、まだ習ったことのないことを学ぶことができました。生物では、植物の生

長促進剤について習いました。どの授業もプロジェクターを用いながらの授業で、進んでいるなという

印象を受けました、また、生物の先生は傘を用いて説明をしていて、とてもわかりやすい授業でした。〈小

川葵〉 

 

2 年連続の授業見学。授業自体の印象は去年とあまり変わりませんでしたが、去年は気に止めていな

かったことに気づくことが出来ました。それは僕たちが教室に入っていく時の「歓迎ムード」です笑 

やっぱり僕たちは心のどこかで「中国人は日本人が嫌いだ」という勝手な思い込みを持っています（も

ちろん本当に日本が嫌いな方もいますが、それはあたりまえ）。しかし実際に彼らの教室に足を踏み入れ

ると「おぉ〜〜〜！笑」みたいな感じの雰囲気でどこか嬉しそうです笑 教室の壁には画鋲を「あ」の

形に並べてさしていたし（ひらがなを書いて遊んでいた）、休み時間になったら日本語を学んでいるとい

う学生が、それはもう嬉しそうにあいでみメンバーに話しかけて来たし、中国語で行われる授業につい

て丁寧に解説してくれる子もいるし、教科書をかしてくれた子もいたし、本当に彼らは優しかったです。 

日本のどのニュースメディアでも「中国の高校のクラスには東野圭吾の本が置いてある！」とか「壁

に日本語の落書きが！」とか「めっちゃ優しく授業を解説してくれた！」なんて報道はされません。で

も、本当に知らなきゃ行けないのは「また反日デモか・・・」なんて思う見飽きたニュースじゃなくて

こっちなんじゃないかなって思いました。〈西村亮哉〉 

 

 私が見学させてもらったのは化学と英語の授業です。先生は声が大きく、授業の進むスピードは速く

感じました。生徒は指されたら、英語の授業でもはきはきと答え、指されなくても自分から積極的に答

えるのが印象的でした。日本の授業は静かですよね。物理では 1 人 1 人が持っているモデルを使い、英

語では日本のように文法の話は一切せず、英語しか話しません。その英語の発音も私の学校の生徒や先

生よりはるかに良かったです。日本とは授業の様子が明らかに違っていました。私たちも頑張らなけれ

ばいけないなと感じさせられた瞬間でした。〈里佳純〉 

 

 

【上海の家庭体験～生徒の家を訪問～】 

１：小川葵・里佳純と荘沁優のレポート 

〈小川葵〉 

私は優ちゃん（中国のフルネーム：荘沁優）と呼ばれる子の家へ家庭訪問をしました。優ちゃんとは去年も
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一緒に交流せていたので、家庭訪問で優ちゃんと長い時間話すこ

とができてよかったです。優ちゃんの家では佳純、優ちゃん、私

で春巻きをつくったり、餃子をつくったりしました。春巻きは日

本のものと違い、皮が薄くぱりぱりしていました。餃子は皮が同

じようなものでしたが、包み方がちがい、包み方を取得するのに

苦労しました。だけど、やっぱり手作りのものはお店のものとは

違いとてもおいしかったです。また、私たちは上海蟹を食べまし

た。日本では蟹といえばズワイガニ、タラバガニというように大

きなものを想像するかと思いますが、上海ではワタリガニのよう

なものを連想するそうで、小さな蟹のことを指すようです。上海

蟹は日本で食べるような蟹とは味が少し違うけれどもおいしい

ものでした。 

 優ちゃんの家は、彼女のお父さんの都合で日本に住んでいたこ

とがあったので、お母さんも優ちゃんも日本語で話すことができ

ました。また、中国の家庭では珍しいのですが、優ちゃんには妹

がいました。妹は日本語を話すことができなかったのですが、英

語を少し話すことができ、英語で少し会話しました。しかし、あまりうまく会話ができなかったので、自分が

知っている中国語で少し会話を試みました。でも、やはり発音が少し変だったのか妹さんに笑われてしまいま

した。でも、少しでも会話ができてうれしかったです。 

 優ちゃんの家族は私たちを温かく迎えてくださり、温かいおもてなしに私たちはとても感動すると同時に感

謝の気持ちでいっぱいでした。 

 

〈里佳純〉 

 まずは皆で少し観光をしました。地下鉄で「豫圆」に向かいました。中国

の切符は IC カードになっていたのが新鮮でした。可愛い雑貨を安く買うこと

ができ、行列ができるぐらい美味しいお店の小籠包も食べることができ、大

満足でした。優のお家までは葵と一緒にタクシーで行きました。お家ではお

母さん、おばあちゃんがお出迎えしてくれました。お父さんは IT 関係の職に

就いていて今は日本にいるのだそうです。優は日本の幼稚園に通っていたこ

とがあり、その後も勉強したので日本語が話せるのですが、お母さんも日本

語が話せて驚きました。お母さんが春巻きと餃子を作る準備をしてくれて、作り方を教えてもらいながら作り

ました。私にとって春巻きは初挑戦で餃子は日本とは形が異なり、最初は苦戦しましたが、何個も作っている

内にコツをつかみ上達しました。とても楽しく作れました。今度は家で作ってみたいです。さらに上海ガニや

焼いた牛肉、エビと野菜を炒めたもの、スープなどたくさんの美味しい料理をお母さんに振る舞って頂きまし

た。しばらくすると優の妹が帰ってきました。まだ小学生でとても可愛かったです。一人っ子政策がつい最近

までとられていた中国ではやはり珍しいそうです。 

みんな優しく接してくれて、中国でもおもてなしの心を感じました。ありがとうございました。 
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２：西村亮哉と李宗軒のレポート 

〈西村亮哉〉 

僕は去年の 12 月の交流の時から 1 番の仲良しの Ken の家に

行きました。まず驚いたのは彼の自宅。超高級マンションに住む

彼、去年家を訪れた学生の自宅と比べるともう、高級でした笑 彼

の家族は去年の1月に引っ越したばかりでとても新しいと行って

いたので「いくらしたの？」と思い切って聞いてみました。そう

したらなんと「1000 万元」という答えが！・・・・1 元は約

20 円ですのでつまりは「2 億円」でした・・・。 

僕たちは彼ら復旦大学付属高校の高校生としか交流していませ

ん。あまり気にしていなかったけど、やっぱり彼らは上海一の名

門校の生徒、富裕層の子が多いのだと気づきました。だから彼ら

だけを見て「これが中国の高校生だ」などとわかった気にはなら

ない方が良いと思いました。彼らは経済的にも余裕があるし、学

力レベルも高い、言ってしまえば恵まれた少数の学生たちです。

次回の交流ではさらに「本当の中国」を知ることが出来るように

上海以外のあまり経済的に発展していないような地域にも行くこ

とが出来るようなプログラムを作れたら良いのではないかなと思いました。 

 

３：菅野翔佳・加藤ひなたと衛静怡のレポート 

〈菅野翔佳〉 

 家庭訪問は高校 3 年生のジンちゃん（中国のフルネーム：衛静怡）の家に、ひなたさんと共にお邪魔しま

した。 

食事は申し訳ないほど多くつくって頂き、非常においしく貴重な体験ができました。1 番心に残ったのは、

ひなたさんがした質問に対するジンさんの回答でした。 

日本と中国は仲が悪いが、ジンさんの親たちはこの活動をどう思っているのか、と。ジンさんは、「初めは私

の親はこの活動に参加するのに反対だった。しかし、勉強をして、説得して今回の参加に至った」と話してく

れた。私はその時、「凄いなぁ」程度にしか思わなかった。 

家庭訪問が終わってから、ひなたさんが「反対してた

のに、こうやって私たちを迎えてくれて、どんな気持ち

で料理を作ってくれたり話してくれたんだろう」といっ

た。私はそれを聞いて、自分の浅はかだった考えを悔や

んだ。自分の嫌いな国の人間が家に来てご飯を食べてい

る。どれほど悩んだだろうか。日本のことをどう思うよ

うになっただろうか。ジンさんはどれだけ苦労しただろ

うか。今回の活動で最も人同士のつながりを感じ、そし

て、もっとも考えさせられることでした。 
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〈加藤ひなた〉 

私は静ちゃん（中国のフルネーム：衛静怡）のお家に訪問させて頂きました 

餃子、春巻き、ワンタンを家族の方と作りました。日本の家庭でつくる餃子とは包み方が違かったりしまし

た。麻婆豆腐や上海ガニなどたくさんの料理を作ってくださってほんとに嬉しかったです 

そして静ちゃんといろんな話をしました。親は日本と関わることに関して反対しなかった？と聞きました。そ

れを聞きたかった理由は自分が親に反対されていたからです。静ちゃんのお母さんもお父さんも日本のことは

嫌いではない、でも好きでもないそうです。すごく悲しいけど。 

静ちゃんは何年も親を説得してようやく、私たち日本の学生を家に暖かく迎えてくれるまできたというのを

聞いて、すごく嬉しい気持ちと悔しい気持ちになりました。「自分は親をちゃんと説得できていない」「静ちゃ

んのお母さんとお父さんにもっともっと日本の良さを伝えられたんじゃないかな」と思ったからです。私はこ

の悔しさを忘れずに頑張っていきます。 

 

４：八巻裕希・半田桃香と张音宜のレポート 

〈八巻裕希〉 

私達はお家にお邪魔する前に、スーパーに行きました。

大きなスーパーではなく、小さなスーパーでしたが、エミ

リーはそこでよくお菓子を買うのだと言いました。彼女の

お母さんはエミリーがスナック菓子を食べると「あんまり

食べ過ぎないように」と注意するそうです。世界どこでも

言われてることは同じなんだとおもいました。こんな些細

なことでも、共通点が見つかると嬉しいです。 

家庭訪問では、餃子を作りました。家庭訪問したお家の

ご両親が餃子作りの用意をしてくださいました。私達は、

お母さんと一緒に餃子を作りました。餃子を作りながら、学校の話や、日本の話をしました。お母さんは以前

大学で日本語を勉強していたそうで、日本に対して親しみがあるとおっしゃっていました。私は外国のお家に

お邪魔するのは初めてで、最初はとても緊張していましたが、話していくうちに緊張もほぐれて、とても楽し

い時間を過ごすことができました。 

今回の上海の家庭料理は高野豆腐みたいなものに煮魚、そして水餃

子でした。上海の味付けは薄い方らしく、日本の味に近いそうです。

とても美味しくて、沢山いただきました。 

今回の家庭訪問では、普段の家庭の雰囲気を体験することができま

した。ご飯を食べたり、部屋でお話したり、テレビ観たり・・・。そ

してやっぱりもっと思ってることを話したかったです。質問に答えた

り、相槌をうつだけではなく、話を広げられたら、家庭訪問でもっと

交流を深められたのだと思いました。 

こんな貴重な体験は何度も出来るわけではありません。来年の家庭訪問では、もっともっと交流を深めて、

いろんな日本に対する考えなどを聞き出したいので、 
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英語も中国語も極めていきます。 

 

〈半田桃香〉 

私たちは、Emily（中国のフルネーム：張音宜）のお宅にお邪魔しました。ここの家

庭では、玄関がなくて外ばきのままでした。それ以外は日本と同じという印象を受け

ました。ご飯は一緒に餃子を作りました。あとはコーフーという上海の伝統料理と白

身魚の煮物を食べました。コーフーがとても美味しくてお腹いっぱい食べました。

Emily の両親は私達にとても優しくしてくださって本当に感謝しています。 

 

５：小針麻依・吉田向日葵と徐紫钦のレポート 

〈小針麻依〉 

私は、Angel（中国のフルネーム：徐紫钦）にお世話になった。中国では珍しい、一軒家だった。二世帯住

宅のようになっていて、賑やかな感じがした。「弟がいる」と言われたが、それはおばさんの子供だったりし

て、全員が一人っ子だった。私も一人っ子なので、少し親近感が湧いて嬉しかった。家庭料理は、上海ガニ、

春巻き、チャーシュー、ニンニクの利いた野菜炒め、肉のだしを取った白っぽい汁など頂いた。どれも美味し

かったが、葉っぱの味はどうしても好きにはなれなかった。 

訪問した家の子に、「台湾は中国だと思う？この話は、

学校やニュースで話題になる？」と質問された。知識

的にも、英語力的にも答えられなかった。ちゃんと考

えていることに対して、何も答えらなかったことがす

ごく悔しかった。そもそも、「台湾、中国」の問題を真

剣に考えたことがなかった。色々な話を振ってくれて、

気づかされたことがたくさんあった。だから、あらゆ

る問題に目を向けて行きたい。 

訪問した家の、両親をはじめとし、おばさんたちも

英語を全く話せなかった。それでも、「どんどん食べな」

とジェスチャー付きで言ってくれた。そして、上海ガニの食べ方がわからず、困っていると何も言わずに手伝

ってくれた。とても、優しくしてくれて感謝している。 

 

〈吉田向日葵〉 

家に訪問する前に、中国の観光地?にいってきた。ここは 3 年前来た

ことがあった場所で懐かしかった。小さな雑貨店があったり屋台があっ

たり大変賑わっていた。途中で似顔絵の切り絵をやっているお店があっ

て、ペアの Angel が私と舞に切り絵をプレゼントしてくれた。 

そして、自宅訪問。上海では珍しい一軒家の三階建てで立派だった。 

Angel が、家全体を案内してくれてチェキを撮ったり、ピアノを弾かせてくれたりした。 

夕食の時間になって、テーブルに案内された。円卓で回るようになっていた。 
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春巻き、サーモンのお刺身、上海蟹などを出してくれた。上海蟹は食べ方が分からなかったが英語が話せな

い Angel のお義父さんが身振り手振りで一生懸命教えてくれた。 

彼女の家の周辺には親戚が密集しているとかで、庭から小さな男の子が入ってきたり、叔母さんが入ってき

たり賑やかだった。来る人来る人達がとても暖かかった。 

そして、家族全員に中国語の発音の仕方を教えてもらい、私達は日本語を教えたりして、家庭訪問はとても

充実したものになった。 

 

６：中村誓人と蒋悠阳のレポート 

〈中村誓人〉 

豪邸であった。3 階建てで、番犬もいて、と思ったらお家には子犬もいて。家の中にビリヤードがあるお家を

テレビ以外で初めて見た。ご飯も、食べきれないほどのもてなしを受けた。初めて食べた上海蟹は本当におい

しかったし、スッポンのスープが出てきた時はびっくりした。 

７：渡邉賢太朗と沈雨轩のレポート 

〈渡邉賢太朗〉 

私は 高校 2 年生の沈さん（中国のフルネーム：沈雨轩）の家

に行った。彼の家は高校の寮から車で 15 分程度の場所にあ

るマンションで 今回は彼の父が出張の為 母と沈さんと私の

3 人での食事であった。彼の母は私のことを心から歓迎して

くれて 食事の時もたくさん話しかけてくれた。日本の事もと

ても好きで団扇を持っていたり観光で日本に何度か来たと話

してくれた。食卓には、麻婆豆腐や豚肉のサラダ、豆の辛味噌、魚のスープと寒い身体を温めてくれるものば

かりで美味しくいただいた。家庭の温かみを心から感じた。 

 

８：横山温香と厉星一のレポート 

〈横山温香〉 

お宅に行くまで高速道路みたいな道路のっていき、そこの看板

も日本みたいな緑だった。そして、クラクションの数がすごい。

交差点を通るときにみんなピーピーピーって。そして、バイク
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が日本よりも多かった。車の近くにバスがギリギリまで、近づいたり、上海の交通事情を少ししれた感じがし

た。 

パートナーの家はマンションが沢山あるところで、駐車場にいくときに、日本の有料駐車場みたいなゲートを

通ってからというシステムだった。パートナーは 13 階に住んでて、すごく綺麗だった。 

家に玄関みたいなのはなくて、家の中のマットで脱ぐ感じ。部屋を案内されて、ベランダも見せてくれた。パ

ートナーはベランダっていう言葉を始めて聞いたらしかった。そして中国のベランダは、空気が来たないし、

濡れるからって、窓や屋根がついてるかんじ。日本はベランダは外にあるけど、中国は家の中にあるような感

覚。 

家で驚いたのは、お茶用のホットプレートみたいなやつ。今上海では買う人が多くて、人気なんだって。お茶

の急須を置くところ、コップを煮沸消毒をするようのとこがある。中国のお茶はすごく美味しいけど、すごく

小さいコップで飲むみたい。おちょこよりも小さい。ペットボトルのキャップ位かな？で飲むって言ってた。 

そして、また驚いたのは、上海では、女の人は料理をしないこと。料理は男の人の仕事で、女の人は椅子に座

って待ってるのが当たり前なんだって。驚き。だから、結婚するのは上海の人とがいいって言ってた。夜ご飯

は、カレイの煮付けみたいなの、唐揚げ、ナッツ、きゅうりのナムル、辛い麺のサラダみたいなやつなど。そ

こで気づいたのは、ご飯とか汁物は後で出るっていうこと。おかずだけで食べるんだなっておもってたから、

びっくり。おかずでお腹いっぱいになったけど、ご飯は山盛り出されるし、汁も大盛りだし、本当にお腹一杯

になった。 

 

■６：レポート（4 日目） 

【お見送り】 

最終日の朝、バスで空港へ向かう私たちを呉先生や中国のメンバーたちが見送りに来てくれました。

ハグをしたりバスに乗り込む直前まで言葉を交わしたりするメンバーたちの姿から本当に別れを惜しん

でいるのが伝わってきました。狭い範囲ではありますが、日中友好が果たされたことを強く感じられた

瞬間でした。 

【帰国～上海から福島へ～】 

４日間過ごした内容がすごく濃いものだったのかみんな初日と最後の日の表情が変わっていました。

一日目はみんな緊張していて、わくわく観光気分の雰囲気でしたが、帰る日はみんな中国にもっといた

い、何かこの日中関係を改善できることが自分にできないだろうかと考える表情になっていました。 

空港に着くと私たちはそれぞれ 4日間感じたことを発表しました。「交流した人たちは日本語、中国語、

英語をスムーズに話すことができ、自分に大きな刺激となりました。だから僕は負けないように中国語

を勉強したいです」と言ってくれたメンバー、「あいでみに参加したことで自分はいろんなことを学ぶこ

とができ、成長できた」と言ってくれるメンバーがいたり、中には泣いてしまうメンバーもいたりしま

した。 

飛行機に乗り、中国からだんだんと離れ日本に向かう頃にはみんな中国を恋しがり、帰国した後でも、

中国にいた気分から抜け出せないようでした。この 4 日間がメンバーひとりひとりにとってかけがえの

ない経験になってくれたのではないかと思います。 
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■７：まとめ（共同代表：小川葵・西村亮哉・里佳純・鈴木敦己より） 

あいでみと出会ってから、多くのきっかけの連鎖が生まれ、僕は想像もしていなかったような最高に

充実した高校生活を送ることが出来ました。この企画に参加したきっかけは、学校の壁に貼ってあった

張り紙を偶然見つけたことでした。楽しくない訳ではないけれど、それでもただ時間が消費されて行く

ような高校生活にどこかもやもやしていて自分の世界を変える「何かをしたい」と思っていました。そ

んな僕にとって「中国に行く」ことはとてもわくわくする、人生で最大の挑戦でもありました。 

 

この企画の中で無数の出会いを経験しました。Bridge For Fukushima の伴場さん、加藤さん。あいで

み創設メンバーの3人の先輩方。一緒に中国に渡航し、今もそしてこれからも一生の友として人生を送る

であろう最高の仲間たち。中国の高校生との国境を越えた友情。そして、この企画に参加したことで自

分のなかに「もっと世界を広げたい」という意識が生まれ本当に沢山の場所に飛び込んで行きました。

そんな中で出会った人たちも、このあいでみという「きっかけ」が無ければ出会うことは出来ませんで

した。 

 

そしてそのあいでみとも、教室の壁に貼ってあった一枚の紙を手に取らなかったら。出会ってはいま

せんでした。創設メンバーの先輩方と常に近くで惜しみないお力添えをいただいたBFFのみなさんがいな

ければ。創設メンバーの想いを理解し、協力してくださる多くの支援者の方々がいなければ、今このよ

うにして多くの仲間とともに経験した様々な世界の見え方を、抱える想いを、みなさんと共有するため

にここで報告書に文章を書くことなどしていなかったでしょう。 

今ここにある「現在」に感謝し、沢山の人の関わりにより築きあげられた「過去」を絶対に忘れず、

これからも僕たちは「未来」に進みます。本当に本当にありがとうございました！ 
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【中国メンバー代表 李宗軒より】 

 今回は私にとって上海での 2 回目の交流でした。前回に比べ、今回はコアメンバーだったため、正直

緊張しました。この活動のおかげで初めて日本人と話すことができました。日中間の問題を考えず交流

でき、本当に楽しかったです。あまり司会の仕事をしたことはありませんでしたが、今回は何とか無事

に進行をすることができました。みんなの優しさを感じました。観光の時は少しトラブルもありました

が、結果無事に終わり、本当に良かったです。良い思い出もたくさんできました。 

  もし「あいでみ」に参加していなければ、私は恐らく毎日を学校と趣味であるアニメを見ることで過

ごし、退屈な日々を送っていたでしょう。本当にみんなに出会えて良かったです。必ずまた日本に行き

ます。福島は本当に素敵な場所です。 

もう一度みんなに会いたいです。それが私のただ一つの願いです。 

李宗軒 

 

■８：まとめ（各メンバーの感想・学んだことなど） 

【福島高校２年 小川葵】 

・感想 

渡航前の自分はこのプログラムを後輩にとってかけがえのないものにし、私はサポートのほうに回ろ

うと思っていましたが、実際交流してみて、自分が一番楽しんでいることに気が付きました。やはり、

全く違う文化を持つ人と関わることはとても新鮮で未知の体験が多いので、いつの間にか自分も楽しん

でしまうのだなと感じました。私は去年以上に中国のことを知ることができました。そして、より中国

が好きになりました。まだまだ中国に対し、悪い印象を持っている人は多いと思います。しかし、それ

日中の共同代表たち※鈴木敦己は日本からサポート 

里佳純 

荘沁優 
小川葵 

西村亮哉 

李宗軒 
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を少しずつでも払拭することができるようにこれからも自分の周りの人から変えていきたいと思います。 

 

・一言 

まず、この「あいでみ」に Readyfor?を通じて支援

してくださった方々、直接支援してくださった方々、

県内の高校の先生方、BFF の皆様、両親、そして、大

変お世話になった伴場さん、加藤さん、松岡さんに多

大なる感謝をしたいと思います。このプロジェクトは

皆様の協力なしでは成功できませんでした。 

さて、昨年は恵菜先輩、彩子先輩、瑞彩先輩をサポ

ートする参加者として、今年はコアメンバーとして私

は「あいでみ」に参加しました。初めて参加した時は

自分のことで精一杯で他のメンバーがどのように変わ

ったのかを考える余裕がありませんでした。しかし、

今年はコアメンバーとしての参加だったからか、去年

参加したからか、自分以外のことを考える余裕ができ、

後輩の変わった姿を見ることができました。例えば、

少し頼りいと感じた後輩がたった 4 日間で頼れる後輩

へ、自分のことを負い目に感じていた子が堂々と話せ

るようになり、あいでみを引っ張っていく来年のコア

メンバーへなどを見ることができました。また、コアメンバーになったことへの私自身の変化がありま

した。それは、責任感を持つようになり、周りのメンバーに対して気配りがちゃんとできるようになっ

たことです。自分のことしか見ていなかった時には他のメンバーの心配もできない部分が多くありまし

たが、今回は自分のことよりもメンバーのことを気にかけ、何か不安があった時には相談に乗ったり、

何か困っていることがあれば手助けをしたりしました。そのかいもあったのか、後輩たちの微々たる変

化にも気づくことができるようになりました。この「あいでみ」を通して自分の視野が広がった、考え

方が変わった、そして変われたと思ってくれたのであればうれしいです。 

私はこの訪中を通して学んだことがあります。それは、全員が全員日本人をよくは思っていないとい

う事実があることです。3 日目の体育の授業への参加の時にある復旦の男の子シーシーが私に、「あの人

たち日本人のこと好きじゃないみたい」といいました。私は、だんだん中国人の日本人に対する見方が

少しずついいほうに変わっているのかなと思っていたので、その時の自分には思いもよらないことでし

た。その言葉を聞いて私はやっぱりまだまだ多くの人が互いの国に対して偏見を持っているという事実

を突き付けられたようでした。まだまだ多くの人の考え方を得るのは時間がかかると思います。しかし、

実際に交流することでその偏見は取り除かれるのではないかと私は思います。少しずつですが実際に交

流することで交流の輪を広げだんだんとこの偏見を払拭することができればいいなと思っています。 

今回で、高校生としての「あいでみ」への参加は最後になってしまいます。私は高校在学中にこのよ

うなプログラムに参加できて本当に良かったと思います。私はこのプログラムの中で世界を見ることが

でき、自分とは全く違ったバックグラウンドを持つ人と触れあることで他の文化を学び、自分の中にそ
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の人をすんなりと受け入れることができるようになりました。世界を見ることで自分は精神的に成長で

き、他文化を学ぶことでグローバル化を肌で感じ、多様性を受け入れ、自分の中に他の人をすんなりと

受け入れることで、その人を素直に受け止めることができ、自分を見せることを恥ずかしがらないよう

になりました。ここで経験したことは社会に出ても経験することができないものだったり、社会に出て

も必ず通用するものだったりします。私は、この「あいでみ」で学んだもの、得たものを一生の宝にし

たいと思います。 

最後に、この企画に私を誘ってくれた遠藤先生、一緒に「あいでみ」をつくってきた亮哉、佳純、敦

己、そして今回いっぱい助けてもらった、ひなたちゃん、翔佳ちゃん、賢太朗くん、向日葵ちゃん、ぱ

んだ、のどちゃん、麻依ちゃん、裕希ちゃん、敦盛くん、誓人さん、咲里ちゃん、本当にありがとうご

ざいます。今回、上海に行くことができたメンバーがこの 14 人で本当によかったです。来年度の「あい

でみ」もよろしくお願いします。 

 

【安積高校２年 西村亮哉】 

僕にとっては 2 回目の中国への渡航だったので「中国」という国の存在から「自分がどれだけ無知だ

ったか」を気づかされる衝撃は去年よりは少なかったです。でも今回は「後輩」という存在が近くにい

ることによってまた別の視点からこのプロジェクトについて、そして「自分自身」について考えること

が出来ました。今回僕が２年目の渡航を決断した理由は「去年僕がした経験を後輩にもして欲しい」と

いう想いからでした。 

交流 3 日目の夜、歓迎会の後に「自分は何にも知らなかった。」と涙を流しながら僕に話してくれた 1

年生の子がいました。自分がどれだけ無知だったのかに気づいて、悔しくて彼女は泣いていました。 

これは僕がこの交流を作って来たすべての「意味」になるような瞬間でした。 

去年自分が上海でした経験、沢山の人との出会いで自分は少しだけかもしれないけど「変わる」こと

が出来ました。 

1 年前の僕は「きっかけ」を求めていました。 

学校生活の中で一生懸命になれるものとか、わくわくすることが見つからなくて、それに将来の夢と

か全然分からないのに家と学校の往復の中ではそれを考える機会すら掴めなくて。部活も辞めていたか

ら「一緒に何かをつくる仲間」みたいなものが欲しくて。それを僕に届けてくれたのがこの企画だった

から、そんな「きっかけを待っている」後輩たちに、今度は自分が「きっかけ」を届けたいと思ってい

ました（もっとも、彼らは”待っていた”のではなく、”掴み”に来てくれましたが）。 

「無知の知」は人間の原動力です。きっと彼女たちはこれから、今まで以上に沢山の世界を知ろうし
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たり、沢山の人と出会おうとしたり。そしてまた今度は「参加する側」ではなく「価値を提供する側」

にまわってそれをまた次の世代に届けてくれるのではないでしょうか。今回の交流で感じた「悔しい」

っていう最高に素敵な想いはきっと学校にいただけじゃ出来なかったと思うから。 

失敗したことも怒られることもへこむことも沢山あったけど、最終的にみんなと一緒に作ったこの企

画でそんな「きっかけ」を届けることが出来て本当に嬉しかったです。そして変わっていく彼らの姿か

ら「変わりきれなかった自分」も少しずつ動き始めています。 

帰りの飛行機に乗る直前、上海空港で一人一人が 4 日間を通して感じたことを語ってくれました。そ

れについては一人一人の報告書を見れば分かると思うのでここでは書きませんがそれぞれが本当に沢山

のことを感じて「変わろう」とか「行動しよう」という想いを話してくれました。 

でも、その「語り」の最後に今回大学生として一緒に上海に行ってくださった現役東大生の松岡さん

がこんなことを話してくださいました。 

「この 4 日間は確かに「きっかけ」にはなったと思うけど、僕はみんながこの４日間で変わったなん

て思ってないし、君たちにも変わったと思って欲しくない。”ここから”だから。」 

僕は去年 4 日間で自分が「変わった」と思ってしまった失敗体験があります。今思えば非日常などで

人は変わりません。一瞬「そんな気がする」だけです。大切なのはそこで掴んだきっかけを毎日の「日

常」にどう落とし込んでいけるか。きっかけが「考え方」を変えて、「考え方」が「行動」を変えて、「行

動」が「習慣」になって、その「習慣」が自分の「ホントの考え方」とか一つ一つの細かな人間性を変

えていきます。 

自分としても今回の交流を「上手く行った、楽しかった」で終わらせたくないし、参加してくれたす

べての高校生にもそうなって欲しくない。確実に一人一人の未来へのおおきな一歩となるように「これ

から」のあいでみを作っていきたいです。 

 

【相馬高校２年 里佳純】 

－渡航後、渡航前の変化 

 私は前回も渡航していて、今回は 2 回目でコアメンバーとしての渡航でした。私は自分が渡航して変

わったとはあまり思っていません。渡航するために変わった、成長したと言った方が恐らく正しいです。

この準備期間の中では辛いことや苦しいこと、悩んだこと、失敗がたくさんありました。それでも私が

頑張れたのは楽しかったから、その時はそうでなくてもその先に楽しさが待ち受けていたからでした。

そしてなにより、葵・亮哉・敦己の同じコアメンバー、Bridge for Fukushima の加藤さんや伴場さん、ひ

ょんなことから同行までしてくれた松岡さん、応募で集まってくれたメンバーたち、仲間の存在があっ
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たからでした。私はみんながいなければ、きっと何もできませんでした。みんながいたから私はくじけ

ずに成し遂げることができました。引っ込み思案で弱虫ですぐ人に頼ってしまっていた私は自分から発

言できるようになり、少し強くなり、まず考えてから相手に振れるようになりました。私にとってはと

ても大きな一歩です。本当にあいでみをやらせて頂いたことを感謝しています。ありがとうございまし

た。 

 

－これから未来に向けてやってみたいこと 

すごく近い未来では私が中国で五感を使って体験してきたことをみんなに話したいです。 

あいでみに関しては後輩たちにきちんと引き継いでもらうことです。先輩 3 人が作って下さった素晴

らしい企画を次世代に繋げていくことは私たち現共同代表の義務です。私の仕事は終わりに差し掛かっ

ているのかと思うと寂しい気持ちもあって複雑なものですね。これからも後輩たちの応援はもちろんし

ていきます。 

個人としては、旅行関係の職に就きたいです。そして第 3 言語として、中国語を学びたいです。ただ

きっと世界は私が思っている以上に広いです。だから、希望の大学に合格して色々なものを見てみたい

です。 

 

－みんなにシェアしたいこと 

 私たちが普段生活していて、見る中国人はテレビのニュースや新聞で報道される悪い中国人の姿ばか

りだと思います。良い中国人の姿が報道されているのを私は見たことがありません。でも、中国人は悪

い人だけでは決してありません。温かくて、優しい人もたくさんいます。その人たちのことを伝えたい

です。みんなは誤解しているということに気づいてほしいです。 

 

－上海の高校生と接してみて 

 前回も参加した中国メンバーと再会したときはすごく嬉しかったです。初めて参加したメンバーとも

色々と話しているうちに打ち解けることができました。両国の生徒から仲良くしたいという気持ちが伝

わってきました。みんな自然と会話が弾むようになり、写真もたくさん一緒に撮って良い友達になるこ

とができたと思います。ほんの少し日中関係が改善されたのではないでしょうか。 

 

－次に上海側を迎えた時にしてみたいこと 

 本当の福島県を知ってもらえるような活動をしたいです。来るのは 7 月だと聞いているので、かき氷

作りやスイカ割りをするのも日本らしく楽しいと思います。肝試しや花火をするのも面白いと思います。

観光するなら前回も行った会津がいいかなと思います。私の住んでいる相双地区は津波の甚大な被害を

受けましたが、だんだん復興が進んでいる部分とまだまだ進んでいない部分があります。そういうとこ

ろを見てほしいです。 

 

最後にあいでみに関わったすべての人に謝謝。 
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【福島高校１年 菅野翔佳】 

・市場のフィールドワーク 

市場をみた感想としては、「まだまだ発展途上である」ということです。 

生肉を素手で処理する、落ちていた品物をもとの場所に投げ込む等々、日本では考えられないことが

多々ありました。中国の方に素手で触っていて汚くは無いのかと尋ねると、家で洗うから問題ないとの

こと。日本ではカバーがかけられていて、手袋で処理をし、家で洗うのに・・・と思ったことは秘密で

す。あちらの方々は、それで十分清潔だと思っているようでした。 

 

・観光 

 観光では上海市内の発展している地域を見て回ったので一概には言えませんが、非常に綺麗。もしか

したら東京よりも明るいのではないかと思うほどです。店内も通りも賑わっている都市でした。しかし、

街中で観光をしている際、手に３，４元を持ち、音を鳴らしながら近づいてくるおばあさんがいました。

以前、本でそういった方々にお金を渡してはいけないと読んだことがあったので無視をしていましたが、

やはり心は痛みました。後に別グループで行動していたメンバーにこのことを話すと、私も見た、お金

を求められた、とのことでした。ここで中国の光と闇をみたと思います。社会主義国では大きな格差が

生まれる事は少ないと考えるのですが、少なからず格差は生まれてしまうのでしょう。楽しい観光でし

たが、考えさせられることも多くありました。 

 

・授業体験 

 衝撃でした。まず、何をやっているのかわからない（中国語） 

正直、あの授業の質だったら日本人に大差をつける語学力があるのも納得がいくなと。そして思った

ことは、板書が少ない。日本の記憶力に頼った詰め込み式の教育ではなく、自分で考えさせる思考力を

使ったものでした。私自身県内トップの進学校を謳う福島高校に通っていますが、そこですらほぼ記憶

力に頼った授業であると思います。中国で見た学校は発言の機会が多く、全員が授業の傍聴者ではなく、

参加者という感じでした。 

 

・渡航前、渡航後の変化 

 今なら言えますが、渡航前は不安しかありませんでした。中国に対する情報は環境汚染や食品問題ば

かり。 

良い情報はほぼ聞いたことが無く、最悪の場所であると言っても過言ではないと思っていました。し
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かし、実際に行ってみると全然平気。まさに、百聞は一見に如かず。偏見は取り払われました。渡航前

に友人に「今度中国行くからお土産買ってくるわ～」というと、大半の友人は「食べ物はいらないから

ね！小物とかにして！」とのこと。全員に食べ物を買ってやりましたよ。おいしかったようです。中国

の話をしたり、写真を見せると、「え、綺麗じゃん。中国行きたい。」早いわ。私だけでなく、周りの人

たちにも中国に対する見方や考えには若干変化が生まれたようです。 

 

・これから未来に向けてやってみたいこと 

  日中の関係改善。「あいでみ」の当初の目的です。これだけは変えてはいけない。前述したように、

私だけでなく、周りの人たちの考えも変える、そういったことが大事だと思います。やってみたいこと、

難しいかもしれませんが、「あいでみ」の事業拡大、認知度の上昇。この十数人だけで満足するのはもっ

たいない。もっと多くの高校生、そして大人に中国に対する考えを変えて欲しい、そう思っています。 

 

・みんなにシェアしたいこと 

  住める。中国住める。友人に中国どうだった？と聞かれると必ずそう答えます。確かに日本よりは

治安は悪い、不衛生なところはある、しかし、人の温かさは日本と変わりません。 

何より楽しいです。自分が日本人で海外での生活が新鮮だったということもあると思いますが、 

それを抜きに考えても毎日楽しいと思います。 

 

・上海の高校生と接してみて 

  上海の高校生は非常に積極性が高く、こちらのメンバーは圧倒されていることが多かったと思いま

す 

ディスカッションの際も、一方的に話を進められてしまい、最後にはほとんどのメンバーが何をしてい

るのかわからない状態で有ったと思います。今回の反省点でもあります。しかし、普通に話をしている

ときは、日本の高校生と変わりませんでした。日本のアニメの話で盛り上がり、歌手の話で盛り上がり・・・ 

楽しい思い出ばかりでした。 

 

・次に上海の高校生を迎えた時にしてみたいこと 

 日本と中国の問題について話し合うのはもちろんのこと、たくさん一緒に遊べたら、話せたらと思い

ます。 

今回の交流で深めた友情を大事にしていきたいです。中国に行った際の家庭訪問と同様、私たちの家

にも招きたいと思っています。 

 

【福島高校１年 八巻裕希】 

１．参加する前の上海の印象 

母が中国人の私にとって、中国という国は身近にありました。そのため私はあまり中国に対して抵抗

を感じません。幼い頃中国に住んでいたこともあり、テレビで報道される中国の姿と自分の記憶の中の

ある中国の姿が違うことに戸惑いを感じたことがありました。 
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２．参加後の印象 

初めて中国の高校生と交流してみて、強く感じたこと

があります。それは、中国の高校生も日本の高校生も変

わらないということです。趣味を熱く語ったり、休み時

間に友達とふざけ合ったり、バスケしたり・・・何より

話していると中国人と話している、という感じではなく、

自分の 1 人の友達と話してる、という気分です。しかし

実際に中国人と交流したことのない人達が、中国人に対

する偏見だけで中国が嫌いになってしまうのはとっても

もったいないです。深く関われば関わるほどきっと、中

国人の温かさに触れることが出来ます。 

ディスカッションのとき、彼らは自分の言いたいこと

をはっきりと述べていました。私は何一つ意見を上手く

言えず、彼らが仕切ってくれるのに従うだけでした。中

国の高校生のリーダーシップや英語力は想像を遥かの超

えるものでした。家庭訪問のときにも英語でいろんな話

をしてくれて、その英語は中国語と同じくらいスラスラ出てくるのです。これが生きた英語なんだなと

思いました。私ももっと頑張らなきゃ、と強く思いました。 

今回の渡航で私は、偏見というものは本当にもったいないと改めて思いました。 

今、福島も放射線の影響で偏見を持たれている部分も多々あります。正しい知識がなく、誤った情報を

信じてしまい、偏見に繋がってしまうのだと思います。 

テレビで報道される中国だけが中国ではありません。中国には温かい人、可愛がってくれる人、努力

を惜しまない人・・・いろんな良い人がいます。実際に関わらないときっと見えない部分が沢山あるの

です。 

それを知ることが出来たのは、高校生になった今、中国に行くことが出来たからだと思います。 

この渡航での体験を、より多くの人に伝え、もっともっと多くの人に中国の本当の姿を知ってもらい

たいです。 

このような貴重な体験をすることができて、幸せです。今回の活動で出会った中国の方々、あいでみ

のメンバー、サポートして頂いた全ての方々に、感謝でいっぱいです‼本当にありがとうございました

‼謝謝‼ 

 

【中国「あいでみ」についてやってみたいこと】 

○中国の良さを広めるために・・・ 

・テレビ番組 

→新聞よりも多くの人に伝わるし、活字よりも頭に入って来やすいと思う。印象が強い。 

・新聞 

→後になって読み返せる。取っておける。見逃さない。 
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・冊子 

→絵や写真などを用いて、中国での様子や体験を分かりやすくまとめる。 

○日本の良さを広めたい 

 

その他 

《このレポートをお読みになってる全ての方へ》 

私がこの活動に参加したきっかけ、それは担任の先生です。と言っても、たった一言で決まったよう

なものです。 

「上海って言ったら八巻じゃん！行ってこいよ」 

「えー、今年の夏に行ったばかりですよう」 

「三万円で行けるんだぜ」 

「おおおー」 

これで私は渡航することになりました。 

しかし、これはきっと、渡航先が自分にとって身近である中国だから。 

もしもこれが「八巻スリランカ行ってこいよ」とか、「アルジェリア行ってこいよ」 

だったら、きっと戸惑っていたことでしょう(実際治安が悪いのもありますが) 

しかし、渡航を終えて私が思うことは、どんな国でも必ずいい人がいて、温かい心があるということ

です。親切な人がいて、素敵な笑顔がある。 

自分も国名や地域だけで「危ない国かなぁ」とか「えー、あの国の人か・・・」と偏見をもっていま

した。 

その国の『人』の姿を見るのではなく、ただのテレビの情報や噂に目を向けて、思い込んでしまうの

は、もったいないです。いろんな人と繋がることや、自分の知らない世界を知るチャンスを逃している

と思います。 

旅行だけでは知れなかったことを、『あいでみ』を通して沢山知ることができました。 

 いつどんな風にこういう機会が舞い込んでくるかはわかりません。私も担任の先生に言われなかった

ら、『あいでみ』も知らなかったし、渡航前の準備で福島の今について調べたりしないで、何もわからな

いまま過ごしてきたと思います。 

私はどうしてもより多くの人に実際に自らの目で中国を見て、体で中国を感じて、心で人々の温かさ

に触れてほしいです。 

この活動は、世界で起きている色んな問題に目を向けて、色んな視点から物事を見れるようになりま

す。視野も広がります。 

もっともっと頑張ろう。来年は中国語でも英語でも中国の高校生たちと喋れるように。そうすればも

っと仲良くなれてもっと中国を好きになれる。自分がより多くの中国の良いところを広められる。中国

人にももっと日本を好きになってもらえる。 

亮哉先輩のいう「自分の半径 5 メートルから変えていく」が叶いそうです。 

 



 29 

【福島高校１年 二瓶敦盛】 

ⅰ：初海外について 

 自分は今回の渡航が初海外で、非常に楽しみにしていたし、同時に不安もありました。何より渡航先

が中国ということもあり（失礼ではありますが）、覚悟して行かねばならないと意識してしまっていまし

た。 

 しかしそんなのはまさに杞憂で、何の滞りもなく中国へと到着したので、まずそこで海外がそこまで

日本と変わらないのだと実感しました。 

 そして第一印象として強く残っているのが、あの何と書いてあるかわからない看板、何と言っている

のか分からない周囲の人々の話し声。身の回りの、今まで当たり前に読めていたもの、聞こえていたこ

とが全く理解できない。本当に恐怖でした。また何となく相手の本拠地に潜り込んだ気分で、アウェイ

だなとも感じました。 

 しかし日が経つうちに何となくその「分からない恐怖」にも慣れていき（現地の高校生たちの日本語

が達者だったということも大いに助かりましたが）、冷静に周囲の状況を捉えられるようになっていきま

した。 

 自分は今回の初海外を、中国という国で体感できて本当に良かったと思います。何故なら渡航する前

まで、自分がおそらく最も偏見を持っていた国であったからです。渡航前の自分は、中国への飛行機で

何かしらトラブルがあるのではないか、空港でスタッフから嫌な目で見られるのではないか、などなど、

数えればきりがないほど、くだらない偏見を持っていました。しかしそのような予想に全く反していた

中国の様子を実際に目の当たりにしたことで、自分の中のタガが外れたような気がしています。寧ろ見

知らぬ国へ行って、自分の世界を広げていくことに意欲を感じています。こういった自分の精神の変化

が高校一年のこの時期に起こったのは、自分の人生にとって大変重要なことだと感じています。 

 

ⅱ：中国の印象（街の様子 etc） 

 中国の地に降り立って真っ先に感じたのは「香り」でした。日本の空気と中国の空気では、香りに若

干の違いがありました。その香りは、中国の賑やかさを思わせるようなものでした。また、日本で想像

していたより、空気がずっと綺麗だった、ということも驚きでした。PM2,5 等大気汚染の問題が話題と

なっている中国ですが、そんなことは全く想像できないくらいの空気の綺麗さでした（しかしまだまだ

事態は収束していないようで、今でも値が高い時期はあるそうです）。 

 この四日間で、上海だけではありますが、中国の様々な姿を見ました。まず目に入ったのが、ズドン

と立ち並ぶ高層ビルたち。しかもその装飾の華やかなことと言ったら…。まだ建設中のビルもあり、中
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国は今まさに発展しているのだな、という印象を受けました。このように、想像以上に良かったと感じ

た点もあれば、悪い意味で驚くようなこともありました。例えば貧困、経済格差の問題です。散策の機

会があり、現地の学生と共に街を歩いたのですが、道端に横になっている人々が多くいたり、また向こ

うからお金をせびってきたり、ということもありました。また、より寄付を集めやすいように老人や、

子供、障害者などを利用してお金を集めさせ、その寄付で儲けている別の人がいるということも知りま

した。 

 今回四日間で感じた中国の印象は、「見かけの発展」でした。高層ビルなど「パッと見で分かる発展」

はどんどん進んでいっているけれど、その日陰に位置する路地裏の人々の生活はまだまだ厳しい。経済

格差というものを非常に強く感じました。そして、もう一つ重要な気付きがありました。それは、「こう

いった問題は決して中国に限ったことではなく、日本でも起こっている」ということです。中国の問題

に触れることで、日本の問題についても考えさせられました。多くの人が言うように、日本の外からで

ないと、本当の日本の姿は見えないのだなと感じました。 

 

ⅲ：学生との交流 

 今回最も勉強になったのは、現地の学生たちとの交流でした。一番驚愕したのは、彼らの英語の授業

の様子。一言で説明すると、「全てが英語」。先生の話も、質問も、全て英語なのです。そして授業のス

タイルも日本とは異なっていました。日本では、文法についての授業を基本として行っていますが、彼

らは自分の意見を英語で述べる、ということを中心に行っており、日本は完全に後れを取っているのだ

な、と実感しました。 

 この背景には、彼らが初めて英語に触れ合う時期が幼稚園である、ということがあります。人間には、

臨界期というものがあり、その時期になると、自分の所属する民族以外の言語を遮断します。その臨界

期が小学二年生くらいであるため、それまでにしっかり触れ合っていないと、ネイティブのようにその

言語を使いこなすことは難しくなります。グローバル化が進み、英語がどんどん世界中に拡散・浸透し

ていく中で、英語教育の重要性は増々高まっています。日本の現状は相当良くないのだと感じました。

それ以来、これまで興味のあまりなかった英語教育に関する話題についても真剣に考え、ニュースなど

でもよく耳に入ってくるようになりました。こうしたことも、このような機会がなければ実感し得なか

ったことであり、この三泊四日の有意義さを実感しました。 

 また、中国の学生と語り合った、ということも本当にいい経験でした。たとえお互いの言語が違って

も、文化が違っても、想いが重なれば共に力を合わせることができる。そう感じられたことは自分にと

って非常に貴重な体験でした。 

 

 これから世界の舵取りを担うであろう我々高校生が、国境を超えて理解し合えたこと。これが自分が

今回得た成果だったと思います。 

 今回の渡航に当たり、様々な支援をしてくださった皆様、誠にありがとうございました。心より御礼

を申し上げます。 
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【あさか開成高校２年 小針麻依】 

・市場のフィールドワーク 

実際に、市場に行ってみないと見えてこない部分が、見えてよかったと思う。まず、肉を素手で切っ

ていたことに驚いた。衛生的にも、見た目的にも良くないと思った。次に卵。割れるのではないかとい

うほど、卵の上に卵を置いていた。日本では、直接卵同士を重ねない。割れる心配があるからだ。また、

原産地など関係なく、卵の種類別で分けられていた。そして、野菜。日本では、B 級品といわれるもの（形

が悪いもの）を中国では普通に販売していた。それに関しては、違和感はあまりなかった。逆に、「形の

悪いものは売り物にならない」と考える日本人がおかしいのではないかと思った。 

 

・観光 

東方テレビタワーを目にしたとき、「あ！上海だ！」と実感が湧いた。観光中は、個人的に中国の学生

と交流をしていなかった。帰ってきてから、もっと交流しとけば...と思った。中国では、ジャンプをし

て写真を撮ることが流行っていないのか、息が合わなかった。それもいい思い出となった。中国らしい、

賑やかなライトの色合いが特徴的で綺麗だった。 

 

・授業体験 

私は、化学と英語の授業に参加した。40 分授業であるため、短く感じた。そして、板書が少ないと感

じた。化学の授業は、正直言って、理解できなかった。でも、やはり共通する部分はあって、理解でき

ることはあった。英語の授業のとき、近くに座っていた学生が教科書を貸してくれた。教科書に書いて

ある英文の量が、日本とは比べものにならないくらい多かった。それは、大学２年生の勉強をしている

からだった。もう、発音の練習は当然のようにやっていなかった。授業は全て英語で、先生に指される

と生徒は、起立して、もちろん英語で受け答えをしていた。日本も中国同様に、そのような英語教育を

行うべきだと思った。 

 

・感想 

中国を訪れる前は、周りに「中国なんて行って大丈夫？」とか言われたり、自分自身もちょっと怖か

ったりしていた。でも、実際に訪れてみたら、そんなに「大丈夫？」言われるほど、何が心配で何が怖

かったのか、わからなくなった。交流した中国人は、本当に優しくて日本のことを大好きと言ってくれ

た。スリや盗難の心配は中国に限ったことじゃない。だから、中国を特別悪く言うのはおかしいと思う。 

今回は、ディスカッションの時間が短かったので、中国側と長く話し合ってみたいなと思った。未来
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で、世界中の人が”幸せ”を見つけるられるようなことをしたい。具体的に何ができるかわからないけど、”

幸せ”は共通だから、いろいろな国の人と関わって、話を聞きたい。 

実際に、体験していないのに、関わってないのに、肌で感じてないのに、一部のメディアの情報だけで、

左右されないでほしい。事実を目で見て、どう受け取るかは、人それぞれ違うから、自分自身で感じ取

ってほしい。 

上海の高校生と接してみて、日本の現代文化を、私たち以上に知っているなと感じた。日本文化は世

界に通用する素晴らしいものをもっていると感心した。それに対して、私が交流した学生に「中国で有

名なこの歌手知ってる？」と聞かれたときに、何も知らなくて、恥ずかしかった。 

上海の学生が、日本に来るなら、アニメの文化について詳しかったから、「ほかにもこんなに素晴らしい

文化があるよ」ということで、会津に連れて行きたい。そして、赤べこの制作にも取り組んで欲しいと

思う。 

 

【福島工業高等専門学校３年 中村誓人】 

・ 市場のフィールドワーク 

 コンビニも含めて。最初は日本人にもお馴染みの「全家（ファミリーマート）」へ。 

まず、微妙にベルのリズムが違った。それから、おでんを見ると日本では見ない、辛そうなタネがあっ

て日本との違いを感じた。肉まんも種類が豊富で日本では見ないものも多かった。また、日本に比べる

と安価で小さかった。また、同じポッキーでも「百奇」表記で中国化された商品に比べ、カタカナ表記

の残った輸入商品とでは、後者の方が随分高かった。 

八百屋では、12.8 元の日本産のリンゴと 6.8 元の中国産のリンゴが並べて売られていた。店員さんに

聞くと日本産の方が売れていると聞き嬉しくなった。 

市場を見て、ここまで一カ所ですべてが揃う市場は日本にはないな。と感じた。日本で言うスーパー

と、卸し売り場の中間に感じた。中国の学生に聞くと、上海市内ではこういった市場は珍しくないらし

い。手袋をつけない精肉店やタバコを吸いながら接客する鮮魚店など、中国に来る前に抱いていたイメ

ージのままの部分もあった。卵のバラ売りなども、日本では見慣れない光景であった。市場のほとんど

のお店で採用されていたバラ売り。お客さんが一つ一つ自分の目で選んで買えるという点を中国の人は

求め、同じものが同じ数届くということを日本の人は求めるのだろう。 

 

・ 観光 

首が痛くなるようなハイビルディング、まばゆいほどの夜景を形作る建物のすぐ裏通りには物乞いや
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金乞いが多く、露天出店があり、ホームレスが寝ている、私の渡航前の中国のイメージが存在している

「カオス」を感じた。また、私が過去に行った外国と比べると「スリ」などの危険をあまり感じなかっ

たため、思っていたよりは治安が悪くないように感じた。中国の中でも特殊な上海であったからだとは

思うが。 

・ 授業体験 

授業時間の長さに効率性を感じた。聞けば復旦が特別な訳ではなく、どこの学校も 40 分、45 分とのこ

とだ。私の学校では 50 分授業、100 分授業が採用されているが途中でだれる時間があることは常々感じ

ていたが、今回の体験ではそういったことを感じることはなかった。ただ、名門校と聞いていたため抱

いていたお堅いようなイメージは覆された。机の上に他の教科の教科書は山のように積まれたままだし、

水筒は置いてあるし、しまいにのみだす学生もいたし、でもそれも咎められることはなかったのでそう

ゆうものなのだろうと。 

中国語であったため授業の内容を理解することはできなかったので、中国の学生に中国の政治につい

ての話をずっと聞いていた。 

 

〈感想〉 

・ 渡航後、渡航前の変化 

渡航前に抱いていたイメージは決して良いものではなかった。スリとかも多そう、衛生面には問題が

あるだろう、屋台とかでほいほいとものを食べると危ないのかなあ、と。今回の渡航でそれが正しいの

か、誤っているのか、自分の目で、ひとつひとつ確認してくることができたのは大きな収穫。精肉店や

鮮魚店のように、イメージ通りだった部分もあれば、コンビニのおでんは見た限りすべての店舗でガラ

スカバーが使われていて日本以上に徹底されていたし、地下鉄の転落防止のガードも日本より上質のも

のもあった。そうかと思えばいちいち手荷物検査が必要ということは、手荷物検査を行なわなければ危

険ということなのだろうと推察もした。また、あらゆる場面で貧富の差を感じた。暖かい暖房のある三

階建ての家に住む者。寒い路地で露店販売をするもの。本人の努力と言われればそれまでだが、その子

どもたちには選ぶ権利はない。どちらが良いと選ばせれば誰だって前者を選ぶだろう。貧困をどこの世

界でも大なり小なり感じていた時期で、日本よりもその差を大きく感じられる中国でこの目で見てきた

ことで、日本に帰ってきてからもモヤモヤとしている。 

・ これから未来に向けてやってみたいこと 

中国の地方の方に行ってみたい。現地の方にも言われたが、上海は特殊な方の地域だ。「今回私が自分

の目で見て確認することができた。」と言った事実が、事実でないかもしれない。今回の渡航はかなり守

られたものだった。中国語を話せる引率の大人が一緒に行動しているというのはもちろん、現地の情報

を持っている学生たちと常に行動を共にしていたからだ。学校の通りの露天は危ないということも教え

てくれる。だけど、そうではなくて、もっとリアルな、もっと生々しい中国を感じてみたかったという

気持ちもあるのでぜひ機会を作ってみたい。 

・ みんなにシェアしたいこと 

 まずはあいでみメンバーに。空港でも言ったが、これで私たちが中国のことを知ることができたなん

て口が裂けても言えない。私たちが滞在した上海は特殊な地域で、地図で見ればあの大きな国土のこれ

っぽちの点に過ぎないのだから。 
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 皆に言いたいのは、月並みだが「中国に行ってみなよ。」ということ。確信を持って言えるが、中国に

行ったことがない日本人は絶対に偏見を持っている。大なり小なり、絶対だ。自分も気づいてない時点

から刷り込まれているのだと思った。いや自分は偏見なんて持ってないと思う人にこそ行ってほしい。

それが過ちであったと気づくから。 

・ 次に上海側を迎えた時にしてみたいこと 

 当たり前だが、彼らが望む渡航にしてあげたい。何を見たいのか、何を食べたいのか、何を感じたい

のか。それを適えてあげたい。だけど、今回の私たちがそうだったように、意外と自分が福島に行って

なにがしたいのかってわからないものだと思う。そうであれば、また次福島に来たいなと思わせるよう

な会にしたい。 

 

【学校法人松韻学園福島高校２年 吉田向日葵】 

◯ 市場のフィールドワーク 

まず、全体的にやはり日本のスーパーや八百屋にはない光景だったので、どれも新鮮でみていてすごく

興味が湧いた。果物系は、皮が既に剥いて売っているものもあった。調理するのに楽だし、食べる際に

柑橘系の果物をわざわざ剥かなくて済むのでとても便利だと思った。 

しかし、剥きかけの果物がラップなどの覆うものを使わずそのまま放置していたり、ボールに入ったイ

チゴを人が歩く通路に置いていたので、衛生的に悪いのではないと思った。 

肉類は、日本では切る際に必ずと言ってよい程ゴム手袋などをしているが、素手でさばいていたし、売

り方もビニール袋にそのまま入れていたのでやはり衛生面が気になった。 

卵類はこれまた日本では見たことがないような売り方をしていた。 

日本では、M、L サイズが分かれてパック売りにされてるのが一般的だが中国では大きさもバラバラでそ

のまま売られていた。だから、買う際にサイズが選べるのでいいなと思った。 

穀類（豆、胡桃とか）は、どんな栄養があるのかが表記されていた。 

全体的に、果物も野菜も季節感なくなんでも売っている印象があった。（スイカとか、南瓜とか） 

また、無農薬で作られた野菜も少し高価ではあるが売っていた。 

 

聞いた話： 

中国は野菜とか果物とか家庭で何回も洗う前提なので、衛生面はあまり問題ないとのこと。 野菜を洗う

専用の洗剤も売っているらしい。 

肉類はもちろんパックで売っているものもあるが、少々高め。若者が購入する傾向があるらしい。 
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測り売りの肉は安いし昔からの売り方なので、高齢者がよく購入する傾向があるらしい。 

 

中国側もやはり、衛生面に関しては不安がある様。 

→日本のペヤングと一緒かな？ 

 

◯観光について 

まず、全体的に上海渡航はすごくキラキラしている！本当に華やかだった。 

南京路?は、大きな AppleStore がすごい印象に残っている。今まで見た AppleStore の中で 1 番大きかっ

た。すごく興奮した。ブランド街だったなあ。という印象が強い。 

あと、日本のアニメの影響かジブリだったりセーラームーンだったり売っているお店がいくつか見られ

た。 

中国側の学生が案内してくれて、小籠包も食べることができた。 

そして、上海タワーより高いビルに登って見た上海全体の夜景。とても、というか言葉にできないくら

い素晴らしかった。 

 

◯授業体験について 

チャイムが、クラシック⁉︎ってなった。 

まず、授業は 40 分。日本みたいに、眠くなる授業じゃないのか寝ている人が誰一人いない。皆集中して

いた。授業中に飲み物を自由に飲んでいた。 

科学の授業では、模型を使っていたので生徒がしっかり理解できるのかなと思った。 

4 人 1 グループみたいな感じに自然になっていて、皆でこうかな？こうかな？って試行錯誤していてとて

も楽しそうだった。 

驚いたのは、英語の授業。まず驚いたのが、高 2 で大 2 の教科書を使っていた事。 

まずここで、私は何なんだ…。とショックを受けてしまった。 

予習は当たり前らしく、長文をすらすら読んでいた。repeat after me がない。先生に指名されたら、文

章の要約をいきなりやっていたので凄いなと思った。 

 

◯感想 

＃渡航前、渡航後の変化 

渡航前は 3 年前に 1 度中国に来て、直接中国人と話せる機会があったこともありあまり偏見は無かった

が、PM2.5 や、食品に関することがメディアでよく挙げられていたので気になっていた。 

渡航後はまた新たに仲間が出来たこと、PM2.5 があまり気にならなかった事、食品の売り方で良い点、

悪い点を直接自分の目で確認することができたので、もやもやが無くなった。 

そして、見た目とかで判断するのは偏見なんだなと改めて感じた。 

 

＃これから未来に向けてやってみたいこと 

 中国に悪印象しか持っていない周りの友達、家族（半径 5m）の人達に自分が見てきた中国の現状を伝

えたい。 
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＃みんなにシェアしたいこと 

 中国、いいところです。 

大雑把で、マナーが悪いっていうのは本当にただの偏見でしかありません。 

もちろん私はこういう機会に恵まれて本当の、メディアでは言わないような中国の現状を見ることがで

きました。中国の全てが観られたってわけじゃないけど、人は暖かいし、食べ物も普通に食べれました。 

みんなにシェアしたいことはとりあえず、上海（中国）っていいところ！ 

 

＃上海の高校生と接してみて 

 まず皆、とても温厚な子達ばかりだった。面白いし、話題も振ってくれる。勉強の面でも尊敬するとこ

ろばかりだった。だから、彼らみたいな仲間に出会えたことがとても嬉しいし本当に尊敬する。 

 

私のペアだった angel は、日本語が話せなくて英語 Only だったけど気さくに話しかけてきてくれたし、

私が理解できない英単語を必死に伝えようとしてくれた。とても、優しい素敵な女の子だった。 

 

＃次に上海側を迎えた時にしてみたいこと 

 まずは福島の観光名所を案内してあげたい。あと、特産の桃とか郷土料理?を食べてもらいたい。 

 

【あさか開成高校１年 渡邉賢太朗】 

•市場のフィールドワーク 

まず、街に出てみると露店で何かを蒸しあげて作っている姿が印象的だった。美味しそうな匂いがする

ものの、薄汚い環境の中で調理されていて少し眼を疑う所もあった。 

私たちの班は市場へ行く前にコンビニへ行った。誰でも知っているファミリーマートだった。「全家」と

店に表示されていて入り口で流れる音楽は日本と同じであった。店内には日本語で表記されたお菓子も

あったり、おでんや肉まんも日本と同等に販売されていた。 

市場には、大量の野菜、肉類、豆腐、魚類、鍋用具材、卵類が売られていた。 それらの全ては 日本の

様にパッケージに入っていたり鮮度が保たれている状態ではなかった。 店内は禁煙を示す看板があるも

のの店側，客側構わず喫煙していることが印象的だった。客層は年配が多くみられていて、若者はやは

り鮮度などに気を使うらしくスーパーで買い物をするようだ。(価格は高いが) 
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•観光 

上海は高層ビルが多く立ち並ぶ大都市だと誰もが思うが、都市部から 1km ほど離れた場所には古くから

存在している住宅が並び貧富の差と都市化を感じられた。 地下鉄に乗れば、駅で小銭を求めてくるホー

ムレスがいたり、 寝たきりの老夫婦が多く人が通るショッピングモールの前にいたりと。 この状態は

何だろうと今でも疑問に思っている。 

コピー商品が大量に存在していた。 

 

•授業体験 

私は化学と英語の授業を体験した。40 分授業で休み時間が 3 分程度であった。 化学では原子のモデル(模

型)を利用しながらの授業だった。中国語で 何を言っているのかは理解できなかったが、かなりのスピー

ドで授業が進められていることと生徒が誰一人飽きずに、逆に自ら質問をしていて意欲的であった。英

語の授業は高校 2 年生にして、大学 2 年生の内容を学んでいた。テキストは塾の夏期講習のテキストと

同じくらいの厚さで、全て英語での授業であった。 教師が生徒に対し質問を繰り返し行い、生徒が自論

を展開していくという形式であった。 

同じ高校生なのになぜ私には出来ないのだろうか、環境か？実力か？ 少し情けなく思う部分と これか

ら自分の学習で利用していきたいと考えた部分があった。 

 

•感想 

-渡航後、渡航前の変化 

渡航するまで、中国がどのような場所なのかは、想像することができなかった。それはある意味で、自

分が「偏見を持つという行為」をしていなかったからであったかもしれない。けれど、周りの友達は、

中国の何を知って言ったのか分からないが、中国に対して悪い印象を持っていた。そんな彼らに、中国

に対して良い印象を持ってもらおうと思い渡航した。 上海という広い中国の一部しか見ていないが、そ

こから多くの情報を得ることができた。 

自分の意識を変えてくれたこの研修。 

「今まで何をしていたのだろう。」  

中国の学生は日本の良さを分かってくれていて 日本語も上手に話せて。 なのに、日本の学生はどうな

のか。中国の良さを知れていない。中国の人の温かみを分かっていない。 

何で中国を悪くいうのか、私には理解できない。 

私ができるのは周りの人に偏見を無くしてもらえるように活動し続けること。ここからがスタート。意

識改革を一年間していきたい。 

-これから未来に向けてやってみたいこと 

あいでみでは来年度も中心メンバーとして活動したいと考えている。 

中国語にも挑戦したいなと思うことがあって、それは BFF の加藤さんが中国語を話す姿をみたのがきっ

かけだった。中国の学生が日本語を話せるならば日本の学生が中国語を話せてもいいじゃないか。そう

思った。 

-みんなにシェアしたいこと 

まず、第一に私たち「あいでみ」が中国との交流をしているということを多くの方々に知ってもらいた
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い。 

活動していることを知ってもらうことで中国の見方も変わってもらえると思うしこの団体の拡大化にも

良い影響を与えてくれるだろう。 

-上海の高校生と接してみて 

とにかく、凄い。の一言。 年齢もほぼ変わらないのに意欲的で何でもできて、自分の未熟さをよく分か

ることができた。 

けれど、自分にもできるという可能性を見つけられた。 

-次に上海側を迎えた時にしてみたいこと 

4 日という短い期間だった中でたくさん上海のことを教えてくれた。福島の伝統文化を体験してもらいた

いのと、美味しい料理を食べてもらいたい。 

これは、中国側が持っている偏見を少しでも無くしてもらえる少しの望みです。 

最後に。 

「あいでみ」の活動は私に大きなきっかけをもたらしてくれた。 

渡航前の活動ひとつひとつにも学ぶことが沢山あって、次の活動が楽しみでしようがなかった。 意欲的

になれた気もする。多くの方々の協力で自分が今こうやって変わろうとしているという感謝を忘れずに

いきたい。 「言葉ではなくて行動で。」 

Ⅲ期の活動をまずは最後まで 全力で行い遂げたい。 

  謝謝。 

 

【あさか開成高校１年 加藤ひなた】 

・市場のフィールドワーク 

市場で最初に感じたことは日本より活気があるなということです。市場では野菜、肉、魚などが売って

いました。野菜は泥がついたままだったり曲がっていたり傷ついているものがあったり日本とは違うな

と思いました。肉は生のままおいてあったりして衛生面はあまり良くないなと思いました。魚は発泡ス

チロールに生きたまま入っていて泳いでいたり、その場で切り身にされていました。、でっかい蛙も売ら

れていて驚きました。 

 

・観光 

上海の都市の方に行くと、学校の周りとは全然風景がちがいました。高いビルが多かったり、大きなク

リスマスツリーがあったり、たくさんの人で賑わっていました。。上海を歩いてるだけでもすごくわくわ
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くしました。上海タワーをバックに写真を撮れたのはすごくいい思い出です。いろんな色に光る上海タ

ワーを見下ろせる展望台からみる夜景はとても綺麗で今でも鮮明に覚えています。素敵な思い出になり

ました。 

 

・授業体験 

私は化学と英語の授業を体験しました。化学ではひとりひとりが模型を使いながら楽しんで授業を受け

ていました。英語の授業は All English！高校 2 年生で大学 2 年生の教科書を使っていたことにレベルの高

さを痛感しました。教科書の長文を読んだあとに、指名された人が自分の言葉で簡潔にまとめるという

ことをやっていて、日本では見ない光景でした。自分ももっと頑張らなきゃと思いました。 

 

・感想 

･渡航後、渡航前の変化 

私は渡航前は中国に対して多少の偏見はありました。 

PM2.5 や食品の問題など未知なことが多くて調べれば調べるほど怖いなって思っていました。それに渡

航前の自分はあいでみの「メンバー」というよりは、「参加者」という感じだったんじゃないかなと思い

ます。 

渡航後、中国に対してのイメージがガラリと変化しました。まず、もっと中国を知ってもらいたいと思

いました。親にも友達にもいろんな人に自分の目でみた中国を伝えたいなと思いました。私は中国の全

てを知れたわけではないけど、今回の渡航のおかげで自分の知らなかった中国を見られて、嬉しかった

です。そして自分自身も「ただの参加者」から「あいでみメンバー」としての意識が持てるように変化

しました。今回の渡航が私の中での“きっかけ”になったのかなと思います。 

 

･上海の高校生と接してみて 

まずみんな頭がいいなと思いました。ひとりひとり当たり前のように英語が話せてその他に日本語も上

手で会話に困らなかったのが悔しかったです。いっぱい話せて楽しかったけど、でもどこかで負けた気

がしていて、「これから頑張らないと」とすごく思いました。 

また、今回あいでみに参加してくれた中国の高校生はみんなちゃんと考えがあって参加してくれてるの

がよくわかりました。日本が好きで参加してくれた子がほとんどだと思うけど、その子たちの友達には

日本のことをあまり好きでない子もいることを思うと、今回参加してくれたのはすごいことなんだなと

思いました。 

 

･次に上海側を迎えた時にしてみたいこと 

日本の良い所も悪いところも知ってもらいたい、そして自分が感じたことを中国で伝えてもらいたい！

と思っています。 

日本の文化をもっと知ってもらったり、また、中国の高校生はアニメから日本を好きになった子が多い

ので、アニメで有名なところに連れていってあげたいなって思います。そして、あいでみメンバー以外

の高校生とも触れ合って欲しいなと思っています。 
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今回あいでみのおかげでたくさんきっかけをもらっていろんなことを気づかせてもらえました。素敵な

時間と素晴らしい人と出会えて本当に幸せと感謝でいっぱいです。 

ありがとうございました。 

 

【安積高校１年 半田桃香】 

・市場のフィールドワーク 

私は終始中国側の高校生の Angel と共に行動しました。まず、市場に行ったのですが、そこで印象に残

っているのは｢匂い｣です。魚や肉の生臭い匂いや野菜の匂いなど、まさに中国っぽい匂いがしたのを覚

えています。スーパーは先ほどと打って変わって、日本で言えばデパートのような建物でした。Angel

が案内してくれて、しかもお客さんに食品の安全についてインタビューしてくれて、頼もしかったです。

Angel が英訳してくれましたが、半分ほどしか理解できず、英語と多少なりとも中国語を勉強しておけば

良かったと後悔しました。  

 

・観光 

上海の中心市街の発展は著しく、高層ビルばかりでした。高級デパートの中には、世界的にも有名なフ

ァッションブランドも数多くあり、ほとんど外資系のお店ばかりでした。その中でも吉野家やコンビニ

があり、住みやすそうだなと感じました。上海の夜景はとても綺麗で感動しました。 

 

・授業体験 

私は物理と生物の授業を体験しました。教室に入って感じたことは二つで、一つ目は教室に時計がない

ことです。意図的なのか分かりませんが、生徒達が授業だけに集中できそうだなと思いました。二つ目

は机の上に飲み物や別の教科の教科書が置いてあったことです。日本ではそんなことしたら叱られるの

で非常に違和感でした。 

 

・感想 

中国を生で見てみて大きな発見は大都市である上海のなかでも人々の格差が垣間見られたことです。周

りを高層ビルで囲まれた大通りの中にも物乞いをする人がいました。中国は広いです。他の地域にいっ

たら、もっとこの格差が大きくなっているのだろうと思います。この格差問題についてこれから積極的

に考える必要があると感じました。 交流を通しての感想として、私は自分の英語力を過信していました。

頭の中では｢授業の英語力と会話の英語力は違う｣と分かっていましたが、今回の交流で身に染みて感じ
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ました。同い年であるにも関わらず中国側の高校生の英語力に圧倒されました。また、積極的に会話す

るぞ！と意気込んでいたものの、終えてみれば自分から話したのは多分１割程だと思います。 反省点は

多々ありますが、また次の交流では同じ反省をしないようにこれから努力していきたいです。次の交流

と書きましたがそれは、中国の高校生を日本に招待する時です。私が中国についていいイメージを持っ

たように、中国の高校生にも福島は頑張ってるんだよということを、伝えたいです。そのためには自分

がもっと福島のことを知って聞かれたことはなんでも答えられるようにしたいです。 この 4 日間で大き

な変化は感じられませんでしたが、これからやるべきことが見えたので、非常に充実した交流でした。 

 

【古川黎明高校１年 横山温香】 

・市場のフィールドワーク 

市場というだけあってたくさんの野菜や肉、魚もあったけど、漬物とか調味料みたいなものまであっ

て、料理をするぶんにはそこで全て揃えられそうなくらいの品ぞろえだった。 

中国の市場は日本の八百屋さんみたいなところだと仮定すると、日本の平均的な八百屋さんよりも広

さが広いような気がすした。 

肉は、日本だとパッケージされているけど、それがなく少し衛生面が心配と思った。まだ冬場だから

いいけれども、夏場は虫が集りそう。 

魚も、パッケージされていなくて、また日本だと氷の上に置いたりもするけど、直に置いていてすぐ

に鮮度が悪くなりそうな気がした。また、案の定魚の活きが悪そうで、目が赤黒くなっている魚もいた。

しかし、水槽に入って売っている魚もいて、どの基準で水槽に入れるか入れないかの所はわからなかっ

た。また、カエルも売っていて、実際に食べる人もいるとういところも衝撃的だった。 

卵は、卵の生まれた産地別に売っていて、10 種類くらいあった。また、その卵が山積みにされていて、

下の卵の方が割れてないかとか、もしかしたら孵化しているんじゃないかとか気になった。また、生産

日や消費期限もなく衛生面が心配だった。 

野菜は、量り売りだった。日本とは違って、少し形の悪いものなども売っていたことはいいことだなと

おもった。逆に日本は捨てたりするので、売れないなら何かに活用するということもあればいいなと思

う。 

 

•観光 

午後は観光 で、上海のデパートに行った。 

でっかいクリスマスツリーもあったし、その中でサンタ二匹？二体？と写真撮った。 
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デパートは日本と変わりなかった。そのあとおもちゃ屋とか、ケンタッキーにいったけど、おもちゃ

屋には日本のアニメのキャラクターのガチャガチャ 50 個くらいと、フィギュアもあって、本当に人気な

んだなっていうことがわかった。クリスマスプレゼントにか、おもちゃを買ってる人もいた。そういえ

ば、上海のクリスマスのサンタさんなんだけど、みんな同じサンタの飾り物みたいなやつがあって、す

ごい不思議だった。寮の食堂にも同じサンタがいた。 

夜ご飯は、レストランで食べた。そのレストランは、食べるやつを受付で申し込んでお金を払って食

べるみたいだった。そこで、すごい甘いお茶、小籠包、水餃子みたいなやつ、すあまみたいなおもち、

エビシュウマイ、チャーハン、炒麺、などを食べた。本当に美味しかったし、まだまだ知らない中華料

理があるんだなって思った。あと、そのレストランに入った時に、コックさんたちが席に座ってゆっく

り休んでいるところを見て、すごく驚いた。日本ではないから、これも文化の違いかなとおもった。 

夜の上海を歩いてみて、お昼とは違う上海の街を見ることができた。キラキラ装飾されたお店や、ク

リスマスの飾りつけ、どれも綺麗だった。だけど、物乞いとかお金お金と声をかけてきた時は少し怖か

った。 

 

・授業体験 

物理と生物の授業を受けました。意外！って思ったのは、日本よりも中国の方が、先生に当てられる

回数が多かったのと、机の大きさ、机の上の状況です。日本は、先生からあんまり当てられることもな

いし、当てられて答えをいうだけだけれども、中国は答えを行った後に、また先生から質問を言われた

りと、寝てる暇もないくらいだった。また、机は日本の１.５倍以上の机だから広々としててよかった。

日本もそんなふうだともっと授業の環境もよくなるなと思った。あと机の上やロッカーの上は教科書で

いっぱいだった。例えばに日本は、国語の授業の時には。机の上に数学の教科書を載せていたりすると、

先生は注意するけど。中国はそんなことはなかった。あと、教室が、日本のクリスマスの装飾よりも綺

麗だった。あとはほとんど日本の学生と変わらず、休み時間はみんなでワイワイしていた。私だけ特別

に、私のパートナーの人と、数学のテストがあるからと、私も一緒に受けたけど、私の脳みそじゃ解け

なかったし、何より 100 分のテストだということが驚いた。日本の期末テストのような一枚表だけの問

題だったけど、100 分。他のクラスの授業が終わったチャイムがなっていても、真剣に解いていて集中力

が高かったことがいいことだなって思った。そこの学校では、問題用紙に計算をするのではなく、自分

で用意した白いコピー用紙みたいな紙に書いて解いていたこと、また終わった後も少し解いていた人が

いることも驚いた。日本だと厳密で、テスト終わりのチャイムが鳴ったらすぐにペンを置かないと、怒

られるけど、その学校は少し規制月ゆるくてびっくりした。 

 

・感想 

渡航前と後の変化として、何かはわからないけど、気分的なところで少し変わったかなと思っている。

まだまだ、「親は、日本を良く思っていなかった」などの声もあったことなどを聞いたりしたけど、今回

交流した学生はなんで日本を嫌いというのかわからない、日本はいいところだと思う！、アニメ好き！

っていう優しい人ばかりで、楽しい 4 日間を過ごすことができた。 

これから未来に向けてやってみたいこととして、個人的には中国語の勉強を頑張りたいと思っている。

中国の学生は日本語、英語と３カ国後は喋れているから、自分も勉強して喋れるようになりたい。 
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上海の高校生と接してみて、もっと上から目線のような威厳を持っている人なのかなと思ったら、と

てもシャイだし、私たちに優しく接してくれたし、日本のことを結構知っている。自分たちは中国のこ

とすら知らないのに、すごいなと思った。 

恵子さんが話していたのは、中国の学生は先生の言うことを聞く、自分の意見を話すのではなくて、

先生が一番！というような関係だと教えてくれた。日本は今、生徒の方が権力を握り始めている時代だ

から、中国の学生はすごいなと思った。 

次に上海に来るときには、中国語で会話できるようにしたい。また、流行っていることや、中国のこ

となどを勉強してから行くともっと学生と話すときには楽しめると思った 

 

【安積高校２年 鈴木敦己】 

・あいでみに関わってみて 

 共同代表という立場でありながら、今年度私は訪中しませんでした。「もう海外には行かない、勉強に

専念する」と大見得を切った訳ですが、上海で楽しそうに交流しているみんなの様子を見て非常に後悔

しました…相手がどんな国にいようとも、「友達」になれることはとっても楽しく、嬉しいことですね。 

 訪中しなかったということで、今回私はあいでみ史上初の「視点」を得ることが出来ました。それは

あいでみを知り尽くすメンバーでありながら今回は訪中しない、内と外両方からの視点を持ち合わせて

いるということです。上手く機能出来ているかはまだ分かりませんが、今回の報告書ではこの視点から

あいでみを改めて見直してみようかと思います。 

 まず第一に言えることは、あいでみはこの 1 年で非常に大きく成長しました。目標である日中友好を

完全に果たすまでには到達していないものの、団体としては一歩先に進めたと感じています。 

 あいでみは高校生による活動です。少し大人の力も借りますが、企画・準備・実行は全て自分たちで

行っています。しかし、実際の団体運営を通して高校生のキャリアアップを図るこの体制は、ある意味

団体としての能力や実績を毎年リセットしているようなものです。共同代表が入れ替わるごとに一から

全てをやり直す…後輩たちが成長する為には必要不可欠なステップではありますが、団体としては毎年

一歩進んで一歩後退、一向に前へ進んでいない状況になってしまいます。 

 しかし、今回新メンバーとして訪中したⅢ期生はその状況を打破出来る気がします。前回と異なり、

訪中前から「何で自分は中国に行くのか」、「中国に行って何をしたいのか」、「どういう変化を生み出す

のか」ということを必死に考え、より充実した交流になるよう事前学習・準備に力を入れていました。

メンバー1 人 1 人のスキルが非常に高い状態にあれば、代替わりしてまた 0 からやり直すということな

く、全体のレベルがちょっと上がった状態で新年度の活動を始められます。この循環が繰り返されてい
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けば、3年間という短い期間しか活動に関われない高校生による団体でも能力や実績を上手く引き継ぎ、

目標に向かって突き進めて行けるはず。その第一歩を、この 1 年であいでみは踏み出しました。 

 

 第二に言えることは、あいでみは日中友好を目標としながらも、高校生の大きな可能性への扉を開く

お手伝いが出来ているのではないかということです。 

 少し私自身の話をしますと、前回上海を訪れて次の様に感じました。「中国の貧富の差は都市部である

上海でさえも想像以上のものだった。明らかに周囲より印象が暗い人々があちこちにいた。農村部の貧

困はさらに酷く、到底想像できないような生活をしていると聞いた。無性に悔しく、悲しくて思わず涙

ぐんでしまったことを覚えている。全てを解決しようと思うのは傲慢だが、少しでも自分に出来ること

をしたいと本気で思った。（前回報告書より抜粋）」。私は、自分が何も知らないまま、ぬくぬくと日本で

暮らしていたことが悔しくて仕方がありませんでした。それでもっと世界を知りたい、世界と向き合い

たいと思い、帰国後の夏、中国同様急速に経済発展を遂げているインドに 1 か月短期留学してきました。

ここには書き切れないほど、インドで学んだこと、得たことはたくさんあります。 

 また、この 1 年共同代表として活動する中でも大きく成長出来たと感じています。普段の「学び」と

いうのは受け身で習うことが多く、どうしてもその内容は知識に偏重しがちです。しかし、あいでみを

通して学ぶことは全て実践から来ています。学校で習ったこと、TV で見たこと、大人から聞いたことを

実際に生かしてみて成功したり失敗したり…成功すると習った知識の理解がより一層深まって、失敗す

ると何を改善したらいいのか、何が悪かったのかを考えて、知識が自分の血肉となっていきます。 

 これらの変化は、全てあいでみの活動をきっかけとして広がっていった「自分」の一部です。決して

私だけに起きた変化ではなく、他の共同代表もアメリカに行ったり、前回は全然交流できなかったのに

今では日中高校生の連絡役を務めたりしています。新メンバーも、既に少しずつ変化しているのが見て

分かります。（交流を通して雰囲気が柔らかくなった、ある中国の女子高生について）私たちが上海を訪

れたのは４日間、その内実際に現地の学生と接したのは３日間というごく僅かな時間だったが、参加し

た人々の「何か」を確実に変えてくれたように思う。彼女のように、それがすぐに表に現れた人もいる

だろう。もしかしたら、何も変われていないと自己嫌悪に陥っている人もいるかもしれない。しかし、

この企画が参加した全員に良い影響を与えたことは確かである。変化が現れるのには時間が掛かるかも

しれないが、いつか必ず変われるはずだ。」これまた前回報告書からの抜粋ですが、ちょっとした予感が

まさに現実になったという訳です。 

 

まだまだあいでみについて思うことはたくさんあります。色々成長した点はありながらも、それじゃ

駄目じゃん！という場面が多い（というか、ここに書いた良い点以上に多い）です。これからも改善し

成長し続けなければなりません。その一方で、「福高生が始めた「高校生から日中関係を改善したい」と

いう取り組みは、私たち他校の生徒を巻き込んでまずは１つのステップを終えた。これからはより多く

の人を巻き込み、たくさんの出会いや喜び、友好を創り出していくだろう。この小さな流れを絶やさぬ

よう今後も関わり続け、やがては大きな流れとして引き継いでいけたらと思う。例え１人１人は小さな

力しか持っていなくても、協力すれば大きな力が生まれることを実感した。（前回報告書より抜粋）」と

私は前回もあいでみの成長を感じていました。ここまで述べてきた通り、今回もあいでみは一歩前へと

進んでいます。小さくても着実に一歩ずつ、前へ前へと進んで行けば、必ずや良い結果を生み出せると
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信じています。その一歩は小さすぎて全然見えないかもしれませんが、これからも私たちあいでみを、

そして何よりも私たち 1 人 1 人の高校生を見守って頂ければ幸いです。 

末筆になりましたが、今回も我儘気儘な高校生に付き合い、一緒に活動して下さった一般社団法人

Bridge for Fukushima の伴場さん、加藤さんを始めとするスタッフの皆様、前回に引き続き私たちを

快く受け入れて下さった復旦大学付属中学の吴先生を始めとする諸先生方、福島県上海事務所の十二所

所長、蒋さん、そして全国から Ready for?等を通じてご支援頂いた皆様と、ここには書き切れない様々

な場面で私たちを支えて下さっている皆様に心より感謝申し上げます。 

今後もますます成長して行く私たちの勇姿をお楽しみに。 

 

【福島高校１年 中村咲里】 

・あいでみに関わってみて 

今年、私は中国に渡航しなかったのであいでみに関わっていた人達の日本での活動、つまりプレゼン

テーションの作成や、サンクスレターの送付を手伝いました。プレゼンテーションを作った時、福島の

現状や、調べてきたことをいかにうまく伝えやすくまとめるか、見やすいプレゼンテーションを作るか

とても注意しました。あいでみで中国へ渡航した人達の表情が、渡航前後で大きく変わっているのを見

て、中国へ渡航しなかったことが残念で、このような機会をつかみ損ねないように日々注意しようと思

いました。 

 

■９：収支報告 ※別添資料をご覧ください。 

 

■１０：おわりに 

 私たちは今回の準備期間も含めた上海での交流で学校では学ぶことのできない多くのことを学びまし

た。この報告書にはあいでみメンバー１人１人の正直な熱い思いが、成長の証が記されています。この

報告書を読んで下さっている皆様に私たちのあいでみや中国に対する思いが伝われば幸いです。最後に

なりましたが、応援して下さったすべての方々に感謝しておわりとさせて頂きます。 

 

■１１：謝辞 

当日スムーズにさまざまな準備をしてくださいました復旦大学附属中学 張之銀校長、呉強先生、「平

成 26 年度地域リーダー・若者交流助成」として本企画をご支援いただきました独立行政法人国際交流基

金様、準備段階から当日までたくさんご協力をいただきました、福島県上海事務所・十二所謙所長、蒋
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薇様、復旦大学附属中学の先生方、福島県立福島高校、安積高校、あさか開成高校、学校法人松韻学園

福島高校、相馬高校、国立福島工業高等専門学校の先生方、本企画を県内各県立校へ周知・展開いただ

きました福島県教育庁高校教育課様、中国でのプログラム作成のご相談に乗っていただいたぐるなび上

海・趙剛総経理、誠にありがとうございました、皆様のサポートがなければこの企画は成功させること

ができませんでした。 

また、実施にあたり、本企画の趣旨をご理解いただき、ご寄附いただきました、國分健児様、アポロ

ガス代表取締役社長・篠木雄司様、桜の聖母短期大学准教授・田中大介様、福島商工会議所・相馬由寛

様、福島市役所・鈴木潤様、一般社団法人福島復興ソーラー・アグリ体験交流の会代表理事・半谷栄寿

様、そしてクラウドファンディングサイト「READYFOR?」を通じてご寄附いただきました 

Ayumi Takahashi 様、Hirapar 様、Isao Yabuki 様、Kasai Ayako 様、 Kasuki Ono 様、Kazuhide Oshida 様、

Keiko Noji 様、Keiichi Tanaka 様、Kengo Yoshihara 様、Ken Ito 様、Leon304 様、Mari Nagato 様、Masa

様、Mochida Soh 様、Motofumi Kikushi 様、Naoya Endo 様、Rainbow 様、Ryouichi Yanagisawa 様、Sayaka 

Watanabe 様、Tsuyoshi Nemoto 様、Yokosukacafe 様、Yoshiki Hirai 様、Yumiko Abe 様、なかむら様、つ

ばくろん様、ほし様、お花畑様、小林じんちゃん様、前川直哉様、松村茂郎様、 

本当にありがとうございました。直接お会いできず、報告書という形でしかおつたえできない遠方の方

が多い中で、これだけのご支援いただけたこと、大変感謝しております。 

最後になりますが、本活動がすべてのメンバーにとってかけがえのない経験となるようにと的確なア

ドバイスをして下さいました、一般社団法人 Bridge for Fukushima 伴場賢一代表理事、忙しいところ私

たちの活動を親身になっていつも見届けてくださった加藤裕介様、細かい気配りで私たちの活動がスム

ーズに進むようにと助けてくださった、松岡洸太様、本当にありがとうございました。 


